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ダ

ロ
ウ

ェ
イ
夫

人

の

ロ
ン
ド
ン

ー

ヴ

ァ
ー
ジ

ニ
ア

・
ウ

ル

フ
と

『
カ

ー

ラ
イ

ル
博

物

舘
』

を

め
ぐ

っ
て
ー

*

中

尾

真

理

要

『ダ

ロ
ウ

ェ
イ
夫
人
』
は
主
人
公
ダ

ロ
ウ

ェ
イ
夫

人
が
午
後

の
パ
ー
テ
ィ
の
た
め
に
、

一
人

で
花
を
買

い
に
行
く
と
こ

ろ
か
ら
始
ま

る
。
こ

の
小
説

で
は
ダ

ロ
ウ

ェ
イ
夫

人
を

始

め
、
も
う

一
人

の
主
人
公
セ
プ

テ
ィ

マ
ス
、
ダ

ロ
ウ

ェ
イ
夫
人

の
幼
な

じ
み
ピ

ー
タ

・
ウ

ォ
ル
シ

ュ

ダ

ロ
ウ

ェ
イ
夫
人

の
娘

の
エ
リ
ザ

ベ
ス
な
ど
複
数

の
人
物

の
視
点

か
ら
描

か
れ
る
が
、
こ
れ
ら

の
人
物

は
い
ず

れ
も

ロ
ン
ド

ン
を
歩
き
、
移
動

し
て

い
る

の
が
特
徴

で
あ

る
。
こ

の
小
説
は
ジ

ョ
イ

ス

の

『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
同
様
、

「歩
く

小
説
」

で
あ
り
、
「
ロ
ン
ド

ン
を
歩
く

小
説
」
だ
と

い
う

こ
と

が
で
き

る
。
女

性
は

つ
い
最
近

ま

で
、
安

全

の
上
か
ら
、
ま
た
、
体

面

へ
の
配
慮
か
ら
、

一
人
歩
き
が

で
き

な
か

っ
た

こ
と

を
考
え

る
と
、
ダ

ロ
ウ

ェ
イ
夫
人

が
颯
爽
と

ロ
ン
ド

ン
の
町
を
歩

い
て

い
る
意

義

は
大
き

い
。

作

者

の
ヴ

ァ
ー
ジ

ニ
ア

・
ウ
ル

フ
も

ダ
.ロ
ウ

ェ
イ
夫
人
同
様
、
歩
く

の
が
好
き
だ

っ

た
。

ウ

ル
フ
の
そ
う
し
た

一
面

は

『
ロ
ン
ド

ン
風
景
』
と

い
う
短

い

エ
ッ
セ
イ
に
も
示

さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は

ロ
ン
ド

ン

っ
子
の
書

い
た

ロ
ン
ド

ン
の
名
所
案
内
と

い
う

趣

の

小
品
だ

が
、

フ
ェ
ミ

ニ
ス
ト
で
も

あ

っ
た
ウ

ル
フ
の
特
質
が
よ
く
現
れ

て
い
る
。

本
稿
で
は

『
ロ
ン
ド

ン
風
景
』
中

の
第

三
章

「偉
人

の
家
」

の
中

か
ら
カ
ー
ラ
イ

ル

の
部

分

に
焦

点
を
あ

て
、

同
じ
題
材

を
と
り

あ
げ
た
夏

目
漱
石

の

『
カ
ー

ラ
イ

ル
博

物
舘

』
と
比
較
す

る
こ
と

で
ウ
ル
フ
の
繊
細
な

、
女
性

ら
し
い
視
点

に
着
目
し
た
ひ
漱

石
が

「
四
角

四
面

の
家
」

と
評
し
た
カ
ー

ラ
イ

ル
の
家
を
、

ウ
ル
フ
は
カ
ー

ラ
イ

ル
そ

の
人

で
は
な
く
、
カ

ー
ラ
イ

ル
夫
人

に
焦
点
を
あ

て
て
見
た

の
が
注
目

さ
れ
る
。

(
一
)

ロ
ン
ド
ン
を
歩
く

ダ

ロ
ウ

ェ
イ

夫

人

は

一
人

で

花

を

買

う

わ

と

言

っ
た
。

ζ

円
。。
●
∪
薗
　
o
ミ
翅

。・
巴
葺

旨

o
≦
o
巳
α

冨

侵
§

o
口
o
謹
q
。。
冨

門
。。
o
犀

(1
)

寒

』ご
ミ
ミ
も

ピ

(ミ
鐸

そ

う

宣

言

し

て
五

一
歳

の

ダ

ロ
ウ

ェ
イ

夫

人

(ζ

H
。。
」
U
o
ロ
o
≦
超

)

は

、

六
月

の
あ

る

晴

れ

た

朝

、

ウ

ェ

ス
ト

ミ

ン

ス
タ

ー

の
自

宅
を

出

て

ロ

ン
ド

ン

の
通

り

を

颯

爽

と

歩

き

始

め

る
。

田
舎

の
家

に

住

ん

で

い
た

一
八

歳

の
頃

、

窓
を

さ

っ
と
開

け

放

ち

、

朝

、

表

に
飛

び

出

し

た

こ

と

を

思

い
出

し

な

が

ら

。

『
ダ

ロ

ウ

ェ
イ

夫

人

(ミ
鳶
.
b
ミ
ざ
ミ
亀

ご

が
書

か

れ

た

の
は

一
九

二

五
年

、
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ヴ
ァ
ー
ジ

ニ
ア

・
ウ
ル
フ

(<
叶
oq
一巨
9
≦
o
o
崖
)
が
ま
だ
四
三
歳
の
時

の
こ
と
だ

つ
た
。
ダ
ロ
ウ
ェ
イ
夫
人
は
午
後
に
自

分
が
開
く
パ
ー
テ
ィ
の
た
め
に
花
を
買
い

に
行
く
。
小
説
は
街
頭
の
様
子
、
空
の
あ
り
さ
ま
、
車
や
、
街
角
に
立
ち
止
ま

っ

て
彼
女
を
見
送
る
人
物
な
ど
、
そ
の
道
筋
の
様
子
と
彼
女
の
反
応
を
外
面
か
ら
も
、

内
面
か
ら
も
、
同
時
進
行
で
描

い
て

い
く
。
こ
の
小
説
に
は
も
う

一
人
セ
プ
テ
ィ

マ
ス

(ω
ε
一巨

唱
。・)
と
い
う
第

一
次
大
戦
で
心
に
傷
を
受
け
た
青
年
が
登
場
し
、

ダ
ロ
ウ

ェ
イ
夫
人
の
対
極
に
あ
る
人
物
と
し
て
、
楕
円
の
二
つ
の
中
心
の
よ
う
に
、

焦
点
を
な
す
。
両
者
は
同
じ
日
に
ロ
ン
ド
ン
の
街
を
歩

い
た
と

い
う
以
外

に
接
点

は
な
く
、
会
う
こ
と
も
な
い
。
ち
ょ
う
ど
ジ

ェ
イ
ム
ズ

・
ジ

ョ
イ

ス

(訂
巳
o
。。

同o
望
o
o
)
が
小
説

『
ユ
リ
シ
ー
ズ

(q
セ
亀
翁
ご

(
一
九
二
二
年
)
の
中
で
ス
テ
イ

ー
ヴ
ン

(ω
8
嘗
o
巳

と
ブ
ル
ー
ム

(国
一〇
〇
目
)
と

い
う
二
人
の
男
性
に
ダ
ブ
リ

ン
の
街
を
歩
き
回
ら
せ
た
の
と
同
じ
で
あ
る
。
ジ

ョ
イ

ス
は
若

い
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン

と
中
年
の
ユ
ダ
ヤ
人
の

一
日
を
描
く
こ
と
で
ダ
ブ
リ
ン
の
街
を
再
現
し
、
そ
こ
に

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
歴
史
と
、
西
洋
文
化

の
歴
史
の
す
べ
て
を
盛
り
込
も
う
と
し
た
。

ウ
ル
フ
の

『ダ
ロ
ウ
ェ
イ
夫
人
』
も
、
同
じ
こ
と
を
女
性

の
レ
ヴ

ェ
ル
で
試
み
た

作
品
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

と
は
い
え
、
ウ
ル
フ
は
ジ

ョ
イ
ス
の
よ
う
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
生
ま
れ
で
は
な

か

っ
た
か
ら
、
『
ダ
ロ
ウ

ェ
イ
夫
人
』

は

『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
ほ
ど
複
雑
で
野
心
的

な
意
図
を
持

っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
そ
の
言
語
も
ウ

ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
に

住
む
、
国
会
議
員
の
妻
ダ

ロ
ウ

ェ
イ
夫

人
に
ふ
さ
わ
し
く
シ
ン
プ

ル
で
、
リ
ズ

ム

が
あ
り
、
繊
細
な
感
性
を
表
す
も
の
に
な

っ
た
。
自
殺
願
望
の
あ
る
セ
プ
テ
ィ
マ

ス
を
対
極
に
置
い
て
、
ダ
ロ
ウ
ェ
イ
夫
人
は
人
生
を
肯
定
的

(唱
o
q。H巨
く
㊥
)
に
見

て

お
り

、
美

し

い
も

の

に
感

動

で
き

る
人

と

し

て
描

か

れ

て

い
る
。

ダ

ロ
ウ

ェ
イ

夫

人

は

ウ

ェ
ス
ト

ミ

ン

ス

タ

ー

の
自

宅

を

出

て
、

ビ

ク
ト

リ

ア

・

ス
ト

リ

ー

ト

を

横

切

り

、

セ

ン
ト

・
ジ

ェ
イ

ム
ズ

・
パ

ー

ク
を

通

り

、

ピ

カ

デ
リ

ー

・
ス
ト

リ

ー

ト

へ
出

て

、

ハ

ッ
チ

ャ

ー
ズ

書

店

(甲
一薗
一〇
冒
陶
「亀
o自
-)

の
シ

ョ
ウ

・

ウ

ィ

ン
ド

ウ

を

眺

め

、

ボ

ン
ド
街

の
花

屋

ま

で

歩

き

、

花

を

注

文

す

る

。

『
ダ

ロ

ウ

ェ
イ

夫

人

』

は

ダ

ロ
ウ

ェ
イ

夫

人

が

一
人

で

歩

き

だ

す

と

こ

ろ

か

ら

始

ま

り

、

そ

の
途

中

で

見

聞

き

し

た

こ
と

、

感

じ

た

こ
と

が

描

き

だ

さ

れ

る

。

夫

人

が
見

か

け

た

自

動

車

に
セ

プ

テ

ィ

マ
ス
が

足

止

め

さ

れ

る

と

、

そ

こ
か

ら

視

点

は

セ

プ

テ

ィ

マ

ス
に
移

る

。

こ

の
よ
う

に
し

て
視

点

は

セ
プ

テ

ィ

マ
ス

の
妻

ル

ク

レ

ツ

ィ

ア

(ピ
ロ
o
掃
N
冨
)
、

ダ

ロ
ウ

ェ
イ

夫

人

の
幼

馴

染

み
ピ

ー

タ
ー

・
ウ

ォ
ル

シ

ュ

(男
9
禽

≦

匿
。。
ヶ
)
、
娘

の

エ
リ

ザ

ベ

ス

(
国

冒
筈

o
白

V

と

複

数

の
人

物

に
引

き

継

が

れ

て

い
く

。

ど

の
人

物

も

歩

き

、

移

動

し

て

い

る
。

そ

う

い
う

意

味

で

こ
れ

は

人

び

と

が

ロ

ン
ド

ン
を

歩

く

こ
と

に
よ

っ
て
出

来

上

が

っ
た

小

説

と

も

言
え

る

。

ペ

ン
ギ

ン
版

『
ダ

ロ
ウ

ェ
イ

夫

人

』

の
本

文

の
前

に
、

ロ

ン
ド

ン

の
市

内

地

図

が

つ

い

て

い
る

の

は

、

読

者

に
対

す

る
必

要

か

つ
親

切

な

配

慮

で
あ

る

。

『
ユ

リ

シ

ー

ズ

』

が

ダ

ブ

リ

ン

を

「
歩

く

」

小

説

で
あ

る

よ
う

に

、

『
ダ

ロ
ウ

ェ
イ

夫

人

』

は

ロ

ン

　　
　

ド
ン
を

「歩
く
」
小
説
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

「
私

、

ロ

ン

ド

ン

を

歩

く

の

が

大

好

き

な

の

(
一=

o
<
o

≦
包

恩

口
㈹

ぎ

ぎ

昌
9

P
一)
」

ダ

ロ

ウ

ェ
イ

夫

人

は

言

っ
た

。

「
ほ

ん

と
う

に
、

田
舎

を

歩

く

よ
り

い

い
わ

」

(ミ

鐸

⇔
織
ミ
o
ミ
亀

も

⇔
)
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3

ダ
ロ
ウ

ェ
イ
夫
人
の
述
懐
は
そ
の
ま
ま
作
者
の
真
情
で
も
あ

っ
た
よ
う
だ
。
ヴ

ァ
丁
ジ

ニ
ア

・
ウ
ル
フ
は
ロ
ン
ド
ン
に
生
ま
れ
、
生
涯
の
ほ
と
ん
ど
を
ロ
ン
ド
シ

で
過
ご
し
た
。
彼
女
は
ロ
ン
ド
ン
を
歩
く
の
が
大
好
き

で
、
実
際
に
よ
く
歩

い
て

い
た
。
そ
う
し
た

一
面
は

『オ
ー
ラ
レ

ド
ゥ

(O
、』§
§

)』
や

『歳
月

(寄
轟
鑓
)
』

な
ど
に
も
よ
く
現
れ
て
い
る
が
、
『
ロ
ン
ド
ン
風
景

(§
馬
ぽ

§

計
浄
§
馬
)』
と

い
う
短

い
ス
ケ
ッ
チ
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ロ
ン
ド
ン
っ
子
の
書

い
た
ロ

ン
ド
ン
の
名
所
案
内
と
い
っ
た
趣
の
小
品
だ
が
、
そ
の
中
に
カ
ー
ラ
イ
ル
の
家
に

つ
い
て
独
自
の
視
点
か
ら
書
い
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト

・
ウ
ル
フ

の
本
領
が
発
揮
さ
れ
、
『ダ
ロ
ウ

ェ
イ
夫
人
』
を
読
む
際
の
参
考
に
も
な
る
と
思

わ
れ
る
の
で
、
ま
ず
そ
れ
を
と
り
あ
げ

て
み
た
い
。
問
題
に
し
た
い
の
は

『
ロ
ン

(3
)

ド
ン
風
景
』
の
第
三
章
の

一
部
で
あ
る
。

ま
ず
、
『
ロ
ン
ド
ン
風
景
』
と

い
う
作
品
に
つ
い
て
。

『
ロ
ン
ド
ン
風
景
』
は

一
九
三

一
年
十

二
月
か
ら
翌

一
九
三
二
年
十
月
ま

で

『
グ

ツ
ド

・
ハ
ウ

ス
キ

ー
ピ

ン

グ

(O
o
o
氏

き

竃
舞

§

旨
oQ
ご

と

い
う

女

性

雑

誌

(
月

刊

)

に

連

載

さ

れ

た

。

全

体

は

五

章

か

ら

な

り

、

」

章

「
ロ

ン
ド

ン

の

港

(
目
げ
o

U
o
o
胃
。・
o
h
H
o
昌
α
o
昌
)
」
、

二

章

「
オ

ッ

ク

ス

フ

オ

ー

ド

街

の

人

波

(O
×
8
円
0
00
一器
9

目
δ
o
)
」
、

三
章

「偉

人

の
家

(Q
「o
舞

=

o
昌
㎡

=
O
塁

o
⑦
)
」
、

四

章

「
ア

ベ

イ

と

大

聖

堂

(〉
げ
げ
o
冤
。。
き

畠

O
卑
『
o
臼

舘
ロ
)
」
、

五

章

「
こ

ち

ら

下

院

で
ご
ざ

い
ま

す

」

(
「日
巨

oう
一ψ
け7
0
=
O
昌
oう
O
O
h
(
一〇
目

口
0
5
の
¶)

と

い
う

構

成

、

ペ

ン

ギ

ン
版

だ

と

全

部

で

三

四

頁

と

い
う

小

品

で

あ

る
。

『
ロ

ン
ド

ン
風

景

』

が

並

の

観

光

案

内

で
な

い
こ
と

は

言
う

ま

で
も

な

い
が

、

と

り

あ

げ

ら

れ

た

場

所

は

観

光

客

も

よ

く

訪

れ

る
名

所

ば

か

り

で
あ

る

。

一
章

の

「
ロ

ン
ド

ン

の
港

」

は

、

現

在

な
ら
、
さ
し
ず
め
、
ヒ
ー
ス
ロ
ー
空
港
に
あ
た
る
海
外
か
ら
の
玄
関
口
の
描
写
で

あ
る
。
二
章
で
は
老
舗
の
並
ぶ

「超
高
級
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
街
」
の
ボ
ン
ド

・
ス
ト

リ
ー
ト
と
そ
れ
よ
り
や
や
大
衆
的
な

「高
級
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
街
」
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ

ー
ド

・
ス
ト
リ
ー
ト
を
比
較
し
て
い
る
。
永
続
を
望
ま
な
い
中
流
ク
ラ
ス
の
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
街
、
「売
り
出
し
や
特
売
が
あ
ま
り
に
も
多
す
ぎ
る
」
オ

ッ
ク
ス
フ
ォ

ー
ド

・
ス
ト
リ
ー
ト
の
様
子
は
、
ウ
ル
フ
が
こ
れ
を
書

い
て
か
ら
七
〇
年
た

っ
た

現
在
で
も
彼
女
が
見
た
通
り
の
活
況
に
あ

っ
て
、
そ
の
観
察
眼
の
鋭
さ
に
は
恐
れ

入
る
。
三
章
が
こ
れ
か
ら
取
上
げ
る
カ
ー
ラ
イ
ル
の
家
を
扱

っ
た
章
で
、
題
し
て

「偉
人
の
家
」。
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
名
物
、
プ
ラ
ー
ク

(覧
呂
昌
o
)
と
呼
ば
れ
る
青

い
陶
製
の
円

い
案
内
板
を
は
め
た
、
偉
人
ゆ
か
り
の
建
物
の
訪
問
記
で
あ
る
。
訪

れ
た
の
は
チ

ェ
ル
シ
ー
に
あ
る
ト

マ
ス

・
カ
ー
ラ
イ
ル

(目

o
目
霧

∩
旦

覧
o
)
の

家
と
、

ハ
ム
ス
テ
ッ
ド
に
あ
る
詩
人
ジ
ョ
ン

・
キ
ー
ツ

(臼σ
冨

困
o
碧
m)
の
家
で

あ
る
。
四
章

「
ア
ベ
イ
と
大
聖
堂
」
は

ロ
ン
ド
ン
観
光
の
名
所
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン

ス
タ
ー
大
寺
院
と
セ
ン
ト

・
ポ
ー
ル
大
聖
堂
を
、
五
章

「
こ
ち
ら
下
院
で
ご
ざ
い

ま
す
」
で
は
国
会
議
事
堂

(ウ

ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー

・
ホ
ー
ル
)
を
訪
れ
て
い

る
。

(
二
)
激
石
の

『カ
ー
ラ
イ
ル
博
物

館
』

(
一
九
〇

五
年
)

ウ
ル
フ
は

『
ロ
ン
ド
ン
風
景
』

の
三
章

「偉
人

の
家
」
で
カ
ー
ラ
イ
ル
の
家
の

訪
問
記
を
書
い
た
。
ト
マ
ス

・
カ
ー
ラ
イ
ル

(旨

o
日
諾

Ω
邑
覧
o
)
は

一
八
三
四

年
か
ら
亡
く
な
る

一
八
八

一
年
ま
で
、
当
時
は
ロ
ン
ド
ン
郊
外
で
あ

っ
た
チ

ェ
ル
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シ

ー

(∩
冨

一。。
8

)

の

チ

ェ
イ

ン

・
ロ

ウ

ニ

四
番

地

(卜。
ら

∩
げ
o
着

o
国
o
ミ
)

に

住

ん

で

い
た

。

こ

の
家

は

そ

の
後

、

カ

ー

ラ

イ

ル
が

住

ん

で

い

た
ま

ま

を

展

示

す

る

博

物

館

と

し

て
、

見

学

者

に
公

開

さ

れ

、

現

在

に
至

っ
て

い

る
。

観

光

地

図

や

観

光

案

内

所

に

「
カ

ー

ラ

イ

ル

の
家

(∩
臼
信
冠

。。
ぽ
o
島

o
)
」

と

記

載

さ

れ

て

い
る

の

が

そ

れ

で

あ

る

。

カ

ー

ラ

イ

ル

(
一
七

九

五

～

一
八

八

一
年

)

は

十

九

世

紀

に
多

大

の

影

響
を

与

え

た

作

家

で

、

マ
ー

ガ

レ

ツ
ト

・
ド

ラ

ッ
ブ

ル

(り
昏
僧
『oq
層
H
O
一
円
耳
箇
げ
げ
一〇
)

編

『
オ

ッ
ク

ス

フ

ォ

ー

ド

英

文

学

事

典

(
§

馬

O
誉

乱

O
o
§
ミ

ミ

薯

ζ

肉
嵩
。。
、帖罫

　ざ

ト
賊醤
達

ミ
鳶

)
』

に

よ

る

と

「
彼

の
存

命

中

、

社

会

の
預

言

者

、

社

会

批

評

家

と

し

て

の
影

響

力

、

歴

史

家

と

し

て

の
名

声

は

計

り

知

れ

な

い
ほ

ど

大

き

か

っ
た
」

と

言

う

。

ジ

ョ

ー

ジ

・
エ
リ

オ

ッ
ト

(O
o
o
H
oq
o

国

一9

)

は

一
八

五

五

年

に
雑

誌

『
リ

ー

ダ

ー

(
§

鳥
卜
魯

譜

、
)
』

(
一
八

五

〇
年

に
O
。
出
.
犀

ミ
o
。。
と
月

炉

出
目
昌
が

創

刊

し

た

週

刊

誌

)

の
中

で

、

「
こ

の
世

代

の
知

識

人

、

文

化

人

で

、

お

よ

そ

カ

ー

ラ

イ

ル

の

著

作

に

よ

っ
て
影

響

を

受

け

な

か

っ
た

者

は

一
人

も

い
な

い
」

と

述

べ
て
い
撃

二
。
世
紀
に
な

っ
て
そ

の
影
響
力
は
薄
れ
・
今
で
は

表

装
哲
学

(碕
職
ミ
、
閑
馬偽貸
ミ

砺)
」
『
フ
ラ
ン
ス
革
命

(§
帖
寒

嵩
鼻

肉
ミ
良
ミ
帖§
)
」
な
ど
の

著
作
の
名
と
過
去

の
名
声
に
よ

っ
て
記
憶
さ
れ
る
程
度
で
、
英
文
科
の
学
生
で
も

カ
ー
ラ
イ
ル
を
読
む
こ
と
は
あ
ま
り
な

い
と
言

っ
て
も

い
い
だ

ろ
う
。
し
か
し
、

か

つ
て
は
そ
う
で
は
な
く
、
わ
が
国

で
も
新
渡
戸
稲
造
や
内
村
鑑
三
は
カ
ー
ラ
イ

ル
の
愛
読
者
で
あ

っ
た
。
慶
応
三
年

(
】
八
六
七
年
)
生
ま
れ
、

一
八
九
〇
年

(明
治
二
一二
年
)
か
ら

一
八
九
三
年

(明
治

二
六
年
)
ま
で
東
大
で
英
文
学
を
修

め
た
夏
目
漱
石
の
時
代
に
は
、
カ
ー

ラ
イ
ル
の
存
在
は
大
き
か

っ
た
の
で
あ
る
。
・

漱
石
は
明
治
二
二
年
十
二
月
三

一
日
付
け
の
正
岡
子
規
宛

て
の
手
紙
に

「
此
休
み

な
　

に
は

「カ
ー
ラ
イ
ル
」
の
論
文

一
冊
を
讃
み
た
り
」
と
書
き
送

っ
て
い
る
。
『吾

輩
は
猫
で
あ
る
』
の
中
で
は
苦
沙
弥
先
生
が
迷
亭
に

「君
の
説
は
面
白

い
が
.
あ

バヱ

の
カ
ー
ラ
イ
ル
は
胃
弱
だ

っ
た
ぜ
」
と
言
っ
て
い
る
。
カ
ー
ラ
イ
ル
の
名
が
当
時

の
高
校
や
大
学
で
英
語
を
学
ぶ
日
本
人
の
間
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
同

じ

『猫
」
の
中
で
迷
亭
の
語
る
カ
ー
ラ
イ
ル
の
逸
話
に
、
理
系
の
寒
月
君
が

「
カ

　　
　

ー
ラ
イ
ル
の
事
な
ら
み
ん
な
が
立
つ
て

・
も
平
氣
だ
つ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
よ
」

と
口
を
は
さ
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
も
想
像
が
つ
く
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
イ

ギ
リ
ス
に
留
学
し
た
漱
石
が
二
年
あ
ま
り
の
ロ
ン
ド
ン
滞
在
中
に
、
カ
ー
ラ
イ
ル

の
家
を
訪
ね
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
そ
の
時
の
様
子
を
漱
石
は

『
カ
ー

ラ
イ
ル
博
物
館
」
と

い
う
作
品
に
書

い
て
い
る
。
ウ
ル
フ
の

『
ロ
ン
ド
ン
風
景
」

に
移
る
前
に
、
漱
石
の

『カ
ー
ラ
イ
ル
博
物
舘
』
を
の
ぞ
い
て
見
る
こ
と
に
し
よ

・つ
。漱

石
が
カ
ー
ラ
イ
ル
の
家
を
訪
ね
た
の
は
、

一
九
〇
二
年

(明
治
三
四
年
)
八

月
三
日
の
こ
と
だ

っ
た
。
漱
石
の
脳
裏
に
は

「古
ぼ
け
た
外
套
を
猫
背
に
着
た
爺

さ
ん
」
然
と
し
た

「
村
夫
子
」
の
カ
ー
ラ
イ
ル
、
「チ
エ
ル
シ
ー
の
哲
人

(セ
ー

ジ
)
」
と
言
わ
れ
た
カ
ー
ラ
イ

ル
の
姿
が
浮
か
ん
で
い
た
。
テ
ー
ム
ズ
川
の
南
、

ク
ラ
バ
ム

・
コ
モ
ン

(Ω
巷
冨
日

∩
o
目
巳
o
旦

に
下
宿
し
て
い
た
漱
石
は
、
毎

夕
、
川
向
こ
う
に
見
え
る
チ

ェ
ル
シ
ー
の
街
並
を
眺
め
て
い
た
が
、
あ
る
月
、
意

を
決
し
て
橋
を
渡
り
、
「
チ
エ
イ
ン
、
ロ
ー
二
十
四
番
地
」
に
あ
る
カ
ー
ラ
イ
ル

の

「有
名
な
る
庵
」
を
訪
れ
た
。
.哲
人
の
庵
と

い
え
ば
へ

い
か
に
も
瀟
洒
な
家

の

よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
カ
ー
ラ
イ
ル
の
家
は
そ
ん
な
風
流
な
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
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「往
来
か
ら
直
ち

に
戸
が
敲
け
る
ほ
ど

の
道
傍

に
建
て
ら
れ
た
」

「煙
突
の
如
き
」
真
四
角
な
建
物
で
あ

る
。

四
階
建
て
の

是
が
彼
が
北
の
田
舎
か
ら
始

め
て
倫
敦

へ
出
て
来
て
探
し
に
探
し
抜
い
て

漸
々
の
事
で
探
し
宛
て
た
家
で
あ
る
。
彼
は
西
を
探
し
南
を
探
し

ハ
ン
プ
ス

テ
ツ
ド
の
北
迄
探
し
て
終
に
恰
好

の
家
を
探
し
出
す
事
が
出
來
ず
、
最
後
に

チ
エ
イ
ン
、

ロ
ー
へ
來
て
此
家

を
見
て
も
ま
だ
す
ぐ
に
取
極
め
る
程
の
勇
氣

は
な
か

つ
た
の
で
あ
る
。
四
千
萬
の
愚
物
と
天
下
を
罵
つ
た
彼
も
住
家
に
は

閉
口
し
た
と
見
え
て
、
其
愚
物

の
中
に
當
然
勘
定
せ
ら
る
べ
き
妻
君

へ
向
け

て
委
細
を
報
知
し
て
其
意
向
を

確
か
め
た
。
細
君
の
答

に

「
御
申
越
の
借
家

は
二
軒
共
不
都
合
も
な
き
様
被
存
候

へ
ば
私
倫
敦
へ
上
り
候
迄
双
方
共
御
明

け
置
願
度
若
し
又
そ
れ
迄
に
取
極
め
候
必
要
相
生
じ
候
節
は
御

一
存
に
て
如

何
と
も
御
取
計
ら
ひ
被
下
度
候
」
と
あ

つ
た
。
カ
ー
ラ
イ
ル
は
書
物
の
上
で

こ
そ
自
分
猫
り
わ
か

つ
た
様
な
事
を
い
ふ
が
、
家
を
極
め
る
に
は
細
君
の
助

け
に
依
ら
な
く
て
は
駄
目
と
覚
悟
を
し
た
も
の
と
見
え

て
、
夫
人
の
上
京
す

る
迄
手
を
束
ね
て
待

つ
て
居
た
。
四
五
日
す
る
と
夫
人
が
來
る
。
そ
こ
で
今

度
は
二
人
し
て
又
東
西
南
北
を
駆
け
廻

つ
た
揚
句

の
果
矢
張
チ

エ
イ
ン
、

ロ

(
9
)

1
が
善

い
と
い
ふ
事
に
な

つ
た
。
(
『カ
ー
ラ
イ
ル
博
物
舘
己

三
五
～
六
頁

)

「
四
千
萬
の
愚
物
と
天
下
を
罵

っ
た
」
哲
人
も
、
家
探
し
に
は
苦
労
す
る
な
ど
、

日
常
の
レ
ヴ

ェ
ル
で
は
常
人
と
変
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
漱
石
は
親
近
感
を
抱

い
た
よ
う
だ
。

さ
て
、
六
ペ
ン
ス
の
入
場
料
を
払

っ
て
、
漱
石
は

「
五
十
恰
好
の
肥

つ
た
婆
さ

ん
」
の
案
内
で
、
「何
年
何
月
何
日
」
と

い
う
妙
に
熟
練
し
た
口
上
を
聞
き
な
が

ら
、

一
階
の
客
間
か
ら
、
二
階
の
居
間
、
三
階
の
寝
室
を
見
学
し
た
。
さ
ら
に
四

階
に
上
が

っ
て
カ
ー
ラ
イ
ル
が
建
て
増
し
た
屋
根
裏
の
書
斎
、
そ
こ
か
ら
ま
た
下

に
降
り
て
地
下
の
台
所
を
見
た

の
ち
、
最
後
に
勝
手
口
か
ら
十
坪
程
の
庭
に
出
て

見
物
を
終
え
た
。
書
棚
の
本
に
は
特
に
関
心
を
抱
き
、
「六
つ
か
し
い
本
が
あ
る
。

下
ら
ぬ
本
が
あ
る
。.
古
び
た
本
が
あ
る
。
讃
め
そ
う
も
な

い
本
が
あ
る
」
と
見
て

(m
)

廻
り
、
「勘
定
し
た
ら
百
三
十
五
部
あ

っ
た
」
と
そ
の
冊
数
を
数
え
て
い
る
。
他

人
の
書
斎
を
覗
い
て
み
た

い
と

い
う
好
奇
心
に
、
同
じ
文
学
者
と
し
て
の
ラ
イ
ヴ

ァ
ル
意
識
が
手
伝

っ
た
結
果
だ
ろ
う
。
二
階
で
は
窓
か
ら
度
々
首
を
出
し
、
カ
ー

ラ
イ
ル
の
書
い
た
通
り
の
眺
め
が
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
確
か
め
て
い
る
。
三
度

首
を
出
し
て
み
た
が
、
カ
ー
ラ
イ
ル
の
言
う

「茂
る
葉
」
「青
き
野
」
は
見
え
ず
、

「倫
敦
の
方
」
を
見

て
も
、
「幻

の
如
き
殿
宇
は
煤
を
含
む
雲

の
影

の
去
る
に
任
せ

て
」
よ
く
見
え
な
か

っ
た
。
「千
八
百
三
十
四
年
の
チ

エ
ル
シ
ー
と
今
日
の
チ
エ

ル
シ
ー
と
は
丸
で
別
物
で
あ
る
」
こ
と
を
確
認
し
た
わ
け
で
あ
る
。

漱
石
が
最
も
興
味
を
持

っ
た
の
は
四
階
の
書
斎
だ
っ
た
。
四
階
の
屋
根
裏
に
あ

が

っ
た
時
に
は

「繧
瀞
と
し
て
何
事
と
も
知
れ
ず
嬉
し
か
つ
た
」
と
そ
の
時

の
気

持
ち
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
四
階
は
胃
弱
と
痴
癩
に
悩
む
カ
ー
ラ
イ
ル
が
、
地
上

ハヨ

の
騒
音
を
逃
れ
て
著
作
に
没
頭
す
る
た
め
に
、
「
二
千
圓

の
費
用
に
て
先
つ
く

思
ひ
通
り
に
」
作

っ
た
書
斎
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
苦
労
し
て
こ
し
ら
え
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
こ
の
書
斎
に
立
籠
も

っ
て
見
て
、
カ
ー
ラ
イ
ル
は

「始
め
て
わ
が
計

書
の
非
な
る
事
を
悟

つ
た
」
と

い
う
。
屋
根
裏
の
書
斎
は

「夏
は
暑
く
て
居
り
に
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く

・
、
冬
は
寒
く
て
居
り
に
く

い
」
。
お
ま
け
に
地
上
の
騒
音
か
ら
は
逃
れ
た
が
、

地
上
に
い
る
時
は
思

い
も
よ
ら
な
か

っ
た

「寺
の
鐘
、
汽
車
の
笛
」
な
ど
遠
く
か

ら
聞
こ
え
る
騒
音
が

「呪

の
如
く
彼
を
追
ひ
か
け
て
奮
の
如
く
に
彼
の
柿
経
を
苦

し
め
た
」
と
い
う
。
こ
こ
で
も
漱
石
は

「哲
人
」
ヵ
ー
ラ
イ
ル
の
折
角
の
ア
イ
デ

ィ
ア
が
、
実
際
的
知
識
が
乏
し
い
た
め
に
、
ア
イ
デ
ィ
ア
倒
れ
の
滑
稽
な
結
果
に

終
わ

っ
た
こ
と

に
関
心
を
持
ち
、
同

情
を
感
じ
て
い
る
。
『吾
輩
は
猫
で
あ
る
』

に
、
苦
沙
弥
先
生
が
昼
寝
も

で
き
る
、
寝
台
を
兼
ね
た
大
き
な
机
を
考
え
出
し
、

「近
所

の
建
具
屋
に
談
判
し
て
」
こ
し
ら
え
て
は
み
た
も
の
の
、

い
ざ
出
来
上
が

っ
て
寝
て
み
た
ら
、
寝
返
り
を
打

っ
た
拍
子
に
転
が
り
落
ち
て
し
ま

い
、
見
事
失

(12
}

敗
に
終
わ

っ
た
と

い
う

エ
ピ

ソ
ー
ド
が
あ
る
。
カ
ー
ラ
イ
ル
の
屋
根
裏

の
失
敗
と

同
じ
で
あ
る
。

(
三
)
ヴ

ァ
ー
ジ

ニ
ア

・
ウ

ル
フ
の

「
カ
ー
ラ
イ
ル

の
家
」

『
ロ
ン
ド
ン
風
景
』
を
書
く
た
め

に
、
ヴ

ァ
ー
ジ

ニ
ア

・
ウ
ル
フ
が
同
じ
チ

ェ

イ
ン

・
ロ
ウ
ニ
四
番
地
の

「
カ
ー
ラ
イ
ル
の
家
」
を
見
学
し
た
の
は
、
漱
石
が
カ

ー
ラ
イ
ル
博
物
館
を
訪
れ
て
か
ら
三

〇
年
ほ
ど
後
の

一
九
三

一
年
三
月
の
こ
と
で

む
　

あ
る
。
カ
ー
ラ
イ
ル
の
家
の
住
所
は
漱
石
の
時
も
、
現
在
も
二
四
番
地
に
な
っ
て

い
る
が
、
も
と
は
チ

ェ
イ
ン

・
ロ
ウ
五
番
地
で
あ

っ
た
た
め
、
ウ
ル
フ
は

「
五
番

地
」
と
書

い
て
い
る
。
ロ
ン
ド
ン
に
は
偉
人
の
家
が
多
い
が
、
そ
れ
ら
は
家
具
調

度
も
そ
の
ま
ま
保
存
さ
れ
、
公
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
家
を
訪
ね
る
と
伝
記

を
読
む
よ
り
も
明
瞭
に
作
家
の
人
と

な
り
が
わ
か
る
と
ウ
ル
フ
は
言
う
。

今
度
は
ウ
ル
フ
の

『
ロ
ン
ド
ン
風
景
』
第
三
章
か
ら

「
カ
ー
ラ
イ
ル
の
家
」

の
部

分
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
案
内
人
に
従

っ
て

一
階
か
ら
四
階

へ
上
が

っ
た
漱
石

と
は
異
な
り
、
ウ
ル
フ
は
ま
ず
階
下
の
台
所
か
ら
見
て
ま
わ
る
。
彼
女
は
台
所
へ

降
り
て
、
「
二
秒
後
に
」
そ
の
家
に
は
水
道
が
引

い
て
な

い
こ
と
に
気
が

つ
い
た
。

カ
ー
ラ
イ
ル
家

の
台
所
に
は
井
戸
が
あ
り
、
水
は
そ
の
井
戸
か
ら
ポ
ン
プ
で
汲
み

上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
し
か
も
湯
を
沸
か
す
の
は

「
だ
だ
っ
広
く
て
無

駄
の
多

い
旧
式
な
炉

(§

惹

亀。
き
α
毒

。。8
宣

巳
O
窓

8
)
な
の
で
あ
る
。

ウ

ル

フ
は

言

う

。

水
道
も
、
電
灯
も
、
瓦
斯
燈
も
な
く
、
書
物
が

一
杯
で
、
石
炭
の
煙
と
、

柱

つ
き
ベ
ッ
ド
、
マ
ホ
ガ
ニ
ー
の
食
器
棚
の
あ
る
背

の
高

い
古

い
家
だ
。
こ

の
家

で
当
時
最
も
神
経
質
で
、
厳
格
な
人
が
二
人
、
来
る
年
も
来
る
年
も
、

た

っ
た

ひ
と

り

の
不

運

な

メ
イ

ド

を
使

っ
て

暮

ら

し

て

い
た
ー

。

(§

偽
ぽ

§

蕎
警

§

馬
も

●目

o。
)

漱
石
が
カ
ー
ラ
イ

ル
博
物
館
を
訪
れ
た
第

一
印
象
は
、
四
角
四
面
の
殺
風
景
な

家
で
あ

っ
た
が
、
ウ
ル
フ
の
観
察
は
よ
り
具
体
的
で
あ
る
。
カ
ー
ラ
イ
ル
夫
妻
が

な
ぜ
、
漱
石
の
い
う

「四
角
四
面
に
暮
ら
さ
」
な
く
て
は

い
け
な
か

っ
た
か
、
そ

の
理
由
を
ウ
ル
フ
は
次
の
よ
う
に
解
き
明
か
し
て
い
る
。

1

し

か
も

、

彼

ら

は

ス

コ

ッ
ト

ラ

ン
ド

の
人

閏

で
あ

っ
た
。

(冨

鳥
尋

§

嵩
警

§

偽
も

・目

o。
)
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ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
は
質
実
剛
健

で
忍
耐
強
い
が
、
潔
癖
な
ま
で
の
清
潔
好
き

で
も
有
名
で
あ
る
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
時
代
は
石
炭
を
家
庭
燃
料
に
し
て
い
た
た

め
、
住
居
を
清
潔
に
保

つ
だ
け
で
も
主
婦

に
は
重
労
働
だ

っ
た
。
し
か
も
室
内
の

調
度
は
、
馬
毛
織
り
の
カ
ウ
チ
も
、
客
間
の
壁
紙
も
、
腰
板
の
ニ
ス
も
す
べ
て
、

カ
ヴ
ァ
ー
を
架
け
替
え
、
拭
き
清
め
、
繕
い
、
磨
き
上
げ
る
必
要
が
あ

っ
た
。
そ

の
う
え
夫
妻
と
も
勤
勉
で
、
清
潔
好
き
な
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
人
間
で
あ
る
。
ウ

ル
フ
は
言
う
。

屋
根
裏
で
は
天
井
の
明
か
り
取
り
窓
の
下
、
馬
毛
織
り
の
布
を
張

っ
た
椅

子
で
、
歴
史
と
格
闘
し
な
が
ら
、
カ
ー
ラ
イ
ル
が
う
め
い
て
い
た
。
そ
の
間

も
、
ロ
ン
ド
ン
の
灯
は
黄
色

い
光
線
と
な
っ
て
彼
の
書
類
の
上
に
降
り
注
ぎ
、

手
風
琴
の
音
、
呼
び
売
り
商
人
の
粗
野
な
叫
び
声
が
壁
を
通

っ
て
響
い
て
き

た
。
壁
は
厚
さ
こ
そ
倍
の
厚
み
が
あ

っ
て
音
が
歪
ん
で
聞
こ
え
る
の
だ
が
、

決
し
て
騒
音
を
か
き
消
し
て
は
く
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

(§

偽
忠

§

満
碕
融

ミ

も

.　

o。
)

か
く
し
て
チ
ェ
イ
ン

・
ロ
ウ
五
番
地
は
住
居
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
戦
場

で
あ

っ
た
1

労
力
と
努
力

、
絶
え
間
な

い
奮
闘

の
場
所

で
あ

っ
た
。

(目

湧

目

B
げ
臼

切
O
『
o
旨

o
閑
睾

駐

昌
9

。・o
日
ロ
9

"
α
類
9
巨

oq
ら
富
8

窃

僧
冨

匹
&

o
匡

1

§

。。o
窪

Φ
o
=

潜
9

g

曽
o
費

{5
畠
究

弓
o
ヨ
巴

。。
巨

oq
-

oq
す

)

(§

馬
ξ

§

嵩

沖

§

馬
も

≒

O
)

ウ

ル

フ
が

こ

の

章

の
冒

頭

で
ま

ず

言

い
.切

っ
た

の
は

、

家

を

見

れ

ば

そ

の
作

家

が

わ

か

る
と

い
う

こ

と

だ

っ
た

。

ウ

ル

フ
の

見

る

と

こ

ろ
、

チ

ェ
イ

ン

・
ロ
ウ

五

番

地

の
家

は

、

季

節

で

言

え

ば

「
い

つ
も

二

月

(
琶
毛
o
望
。・
臼

o

目
o
昌
葭

o
h

剛
o
げ
目

岱
蔓

)
」

で

あ

り

、

そ

こ

に
満

ち

満

ち

て

い
る
声

は

ー

す

べ

て

の
家

に

は

声

が

あ

る
と

ウ

ル

フ
は

言

っ
て

い
る
ー

う

め
き

声

(oq
O
H
8

日
oq
)
な

の
だ

っ
た

。

地
下
の
井
戸
の
き
し
む
音
、
床
を
ご

し
ご
し
と
擦
る
音
、
掃
除
す
る
人
の
う
め
く

声
が
暗

い
家

の
中
に
こ
だ
ま
す
る
。
漱
石
が
関
心
を
持

っ
た
四
階
の
書
斎
か
ら
も
、

う
め
く
声
は
聞
こ
え

て
き
た
。

漱
石
が

「四
角
四
面
の
家
」
と
評
し
た
こ
の
家
の
堅
苦
し
さ
は
、
こ
う
し
た
生

活
上
の
不
便
に
起
因
す
る
も
の
で
あ

っ
た
の
だ
。
ウ
ル
フ
が

「
二
秒
で
」
見
抜

い

た
ご
と
く
、
こ
の
家
で
は
入
浴
で
も
し
よ
う
と
思
え
ば
、
ま
ず
水
を
井
戸
か
ら
汲

み
あ
げ
、
効
率

の
悪

い
炉

で
湯

に
沸
か
し
、
バ
ケ
ツ
に
入
れ
て
、
メ
イ
ド
の
手
で
、

地
下
か
ら
三
階
の
風
呂
桶
に
運
び
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

こ
の
風
呂
桶
に
つ
い
て
は
漱
石
も
触
れ
て
い
る
の
で
引
用
し
て
み
た

い
。
漱
石

は
カ
ー
ラ
イ
ル
の
寝
室
の
隣
に
あ
る
風
呂
桶
を
見
て
、
「風
呂
桶
と
は

い
ふ
も

の
・
バ
ケ
ツ
の
大
き

い
も
の
に
過
ぎ
ぬ
。
彼
が
此
大
鍋
の
中
で
倫
敦
の
煤
を
洗

い

落
と
し
た
か
と
思
ふ
と
盈
其
人
と
な
り
が
偲
ば
る

・
」

(『カ
ー
ラ
イ
ル
博
物
舘
』

三
九
～
四
〇
頁
)
と
書

い
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
珍
妙
な
形
に
目
を
止
め
、
漠
然

と
違
和
感
を
感
じ
て
は
い
る
も

の
の
、
漱
石
は
裏
方
の
苦
労
に
ま
で
は
思
い
お
よ

ば
な
か

っ
た
。
チ

ェ
イ
ン

・
ロ
ウ
に
水
道
も
ガ
ス
も
な

い
と

い
う
こ
と
は
、

一
見
、

さ
さ

い
な
事
実
で
あ
り
、
カ
ー
ラ
イ

ル
の
伝
記
作
者

の
J

・
A

・
フ
ル
ー
ド

ハヨ

(閣
●〉
'聞
HO
口
α
O
)
で
さ
え
見
逃
し
て
い
た
事
実
だ
が
、
そ
れ
が
実
は

「は
か
り
知
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れ

な

い
ほ
ど

重

要

(目

α
冤
9

壽

・・
o
=

昌
。
巴
。
三
"
げ
一〇

巨

℃
旦

目

8

)

の
だ

一

と

ウ

ル

フ
は

述

べ

て

い
る
。

(
四
)
カ

ー
ラ
イ

ル
夫
妻

な
こ
と
な

カ
ー
ラ
イ
ル
は
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
に
学
び
、
初
め
聖
職
を
志
し
た
が
、
啓
蒙

運
動
の
影
響
を
受
け
て
方
針
を
変
え

、
文
筆
生
活
に
入

っ
た
。
初
め
は
苦
労
し
た

が
な
ん
と
か
作
家
と
し
て
立

つ
よ
う

に
な
る
と
、

ロ
ン
ド
ン
に
出

て
、
『
フ
ラ
ン

ス
革
命

(§
馬
専
§
寒

寒

ぎ
hミ
馬§

ご

(
一
八
三
七
年
)
で
作
家
と
し
て
の
地
位

を
確
立
し
た
。
彼
は

「自
由
放
任
経
済

(巨

。・・。。
N-蛍

器
)
」
「功
利
主
義
」
を
攻

撃
し
、
「
民
主
主
義
」
に
警
鐘
を
鳴

ら
し
、
中
産
階
級
意
識
に
反
逆
し
た
。
そ
の

筆
は
容
赦
な
く
激
し
い
も
の
で
、
漱

石
が

「四
千
萬

の
愚
物
と
天
下
を
罵

っ
た
」

と
評
し
た
通
り
で
あ
る
。
社
会

の
現
状
を
憂

い
、
少
数
派
で
あ
る
こ
と
を
恐
れ
な

か

っ
た
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
の
ヵ
ー
ラ
イ
ル
だ
が
、
そ
の
著
作
に
親
し
ん
で
い
た
漱

(巧
)

石
は
、
摘
癩
持
ち
で
胃
弱
と
い
う
共
通
点
も
あ

っ
て
、
警
世
家
と
し
て
の
カ
ー
ラ

イ
ル
に
親
近
感
を
抱

い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

ロ
ン
ド
ン
留
学
中
、
ロ
ン
ド
ン
塔

へ
は

一
回
し
か
行
か
な
か

っ
た
漱
石
だ
が
、
カ
ー
ラ
イ
ル
博
物
館

へ
は
四
度
も
足

(16
)

を
運
び
、
特
に
カ
ー
ラ
イ
ル
の
蔵
書

は
興
味
を
持

っ
て
眺
め
た
よ
う

で
、
チ

ェ
イ

ン

・
ロ
ウ
ニ
四
番
地
の
家
に
保
存
し

て
あ

っ
た
蔵
書
計
三

一
九
冊
を
、
置
い
て
あ

っ
た
階
ご
と
に
分
け
て

一
覧
表
に
し
、
『カ
ー
ラ
イ
ル
博
物
舘
崖

(明
治
三
八
年

一

月
十
五
日
V
の
続
編
と
し
て

『学
燈

』
(明
治
三
八
年
二
月
十
五
日
)
に
発
表
し

(17
)

て

い
る

ほ

ど

で
あ

る

。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
カ
ー
ラ
イ
ル
に
関
心
を
寄
せ
た
漱
石
だ
が
、
そ

の
彼
も
気
づ
か
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
四
階
建
て
の
家
に
ガ
ス

・

水
道
の
な
い
不
便
さ
に
つ
い
て
漱
石
が
思

い
及
ば
な
か

っ
た
ら
し
い
こ
と
に
つ
い

て
は
、
前
に
述
べ
た
通
り
だ
が
、
い
ま
ひ
と

つ
、
ウ
ル
フ
が
述
べ
て
い
て
漱
石
が

述
べ
て
い
な

い
こ
と
が
あ
る
。
カ
ー
ラ
イ
ル
夫
人
の
存
在
で
あ
る
。
「四
千
萬
の

愚
物
と
天
下
を
罵

っ
た
」
カ
ー
ラ
イ
ル
が
、
住
む
家
に
苦
労
し
、
チ
ェ
イ
ン

・
ロ

ウ
に
居
を
定
め
る
に
あ
た

っ
て
は
、
「其
愚
物
の
中
に
當
然
勘
定
せ
ら
る
べ
き
妻

君
」
に
相
談
を
も
ち
か
け
た
こ
と
を
、
漱
石
は
同
情
的
に
、
ま
た
椰
楡
す
る
よ
う

に
書
い
て
い
た
。
だ
が
、
『
ロ
ン
ド
ン
風
景
』
で
、
ウ
ル
フ
は
居
間
に
飾
ら
れ
て

い
る
カ
ー
ラ
イ
ル
夫
妻
の
写
真
を
見
て
、
「夫
も
妻
も
ど
ち
ら
も
才
能
に
恵
ま
れ

て
」

い
た
と
考
え

て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
才
能
に
恵
ま
れ
た
夫
婦
が
、
し
か
も

「お
互
い
に
愛
し
合

っ
て
い
た
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
快
適
な
生
活
を
お
く

れ
な
か

っ
た
の
か
と
考
え
こ
む
。
ウ
ル
フ
は
カ
ー
ラ
イ
ル
夫
人
を
愚
物
と
は
思

っ

て
い
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

カ
ー
ラ
イ
ル
夫
人
、
ジ

ェ
イ
ン

・
ベ
イ
リ
ー

・
ウ

ェ
ル
シ

ュ

(壽
5
0
ロ
巴
巨
o

≦
o
駐
ゴ
∩
巴
覧
o
)
(
一
入
〇

一
～
六

一
年
)
の
名
は
、
ウ
ル
フ
の
父
レ
ズ
リ
ー

・

ス
テ
ィ
ー
ヴ

ン

(日
o
。。一一〇
望
o
℃
げ
o
昌
)
が
編
集
し
た

『英
国
人
名
辞
典

(黒

馬

翌
負
ご
ミ
Nq

ミ

き

畿
亀
§
』
衷
o
。。
ミ

ξ
)』
(
一
九
二
九
年
)
に
も
収
録
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
カ
ー
ラ
イ
ル
夫
人
の
項
を
見
て
も
そ
こ
に
は
何
も
書
か
れ
て
お
ら

ず
、
説
明
は
夫
カ
ー
ラ
イ
ル
の
項
を
見
よ
と
な

っ
て
い
る
。
『英
国
人
名
辞
典
』

は
も
と
も
と
女
性
の
記
述
が
少
な
く
後
で
補
遺
が
出
た
ほ
ど
な
の
だ
が
、
M

・
ド

ラ
ッ
プ
ル
編
の

『オ

ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
文
学
事
典
』

(
一
九
八
四
年
)
に
は
、
さ
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す
が
に
カ
ー
ラ
イ
ル
に
先
立

っ
て
ジ

ェ
イ

ン

・
ベ
イ
リ
ー

・
ウ

ェ
ル
シ
ュ

・
カ
ー

ラ
イ
ル
の
項
が
独
立
し
た
形
で
掲
載
さ

れ
て
お
り
、
か
な
り
詳
し
い
説
明
が
さ
れ

て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
カ
ー
ラ
イ
ル
夫
人

は
意
志
の
強
い
人
で
、
少
女
の
頃
か
ら
美

人
で
才
女
の
誉
れ
が
高
か

っ
た
。
家
庭
教
師
で
あ

っ
た
カ
ー
ラ
イ
ル
と
は
、
共
に

ド
イ
ツ
文
学
を
勉
強
し
た
仲
で
あ
る
。
痛
癖
の
強
い
カ

・ー
ラ
イ
ル
を
な
だ
め
、
励

ま
し
た
の
は
彼
女
だ

っ
た
。
夫
の
友
人

で
あ
る
文
人
た
ち
と
も
交
流
し
、
辛
ら

つ

で
ウ
ィ
ッ
ト
に
富
む
手
紙
を
数
々
残
し
た
。
夫
人
の
死
後
、
カ
ー
ラ
イ
ル
は
そ
の

書
簡
集
を
公
開
し
た
が
、
そ
れ
に
よ

っ
て
個
性
の
強
い
二
人
が
度
々
衝
突
し
た
こ

と
、
著
作
に
没
頭
す
る
カ
ー
ラ
イ
ル
の
傍
ら
で
子
供
の
な
い
夫
人
は
し
ば
し
ば
孤

独
で
あ

っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
カ
ー
ラ
イ
ル
夫
人
ジ

ェ
イ
ン
の
名
前
は
、

カ
ー
ラ
イ
ル
へ
の
内
助
の
功
と
共
に
、
卓
越
し
た
手
紙
の
書
き
手
と
し
て
も
英
文

学
史
上
に
記
憶
さ
れ
て
い
る
。

(理

「あ
の
カ
ー
ラ
イ
ル
」
の
夫
人
に
焦
点
を
あ
て
る
な
ど
、
漱
石
に
は
思
い
も
及

ば
な
か
っ
た
視
点
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
女
性
で
あ
る
ウ
ル
フ
は
半
地
下
の
台
所

に
あ
っ
た
井
戸
を
見
、
効
率
の
悪

い
炉
と
三
階
に
あ
る
風
呂
桶
を
見
て
、
こ
の
家

を
と
り
ま
く
潔
癖
で
勤
勉
で
厳
格
な
雰
囲
気
と
結
び

つ
け
、
カ
ー
ラ
イ
ル
夫
妻
の

肖
像
画
と
も
合
わ
せ
て
、
哲
人
で
は
な
く
、
そ
の
蔭
に
あ

っ
て
哲
人
を
支
え
た
夫

人
の
生
活
を
想
像
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
ん
な
風
に
長
い
眠
れ
ぬ
夜
は
過
ぎ
て
い
き
、
そ
れ
か
ら
上
で
カ
ー
ラ
イ

ル
が
身
動
き
す
る
音
を

(夫
人
は
)
開

き

つ
け
る
。
彼
女
は
息
を
ひ
そ
め
、

ヘ
レ
ン

(
メ
イ
ド
の
名
)
は
も
う
起
き
て
火
を
お
こ
し
、
髭
そ
り
用
の
お
湯

を
わ
か
し
た
か
し
ら
と
思
う
の
だ
。
ま
た

一
日
が
始
ま
り
、
ポ
ン
プ
で
水
を

汲
み
、
ご
し
ご
し
磨
き
あ
げ
る
作
業
が
始
ま
る
の
だ
。
(括
弧
内
は
筆
者
)

(§
偽
卜
§
塾
§

吻
亀
ミ
も
μ
ドO)

夫
人
の
健
康
が
す
ぐ
れ
ず
、
晩
年
は
頭
痛
と
咳
の
発
作
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
主

(19
H

婦
役
を
こ
な
し
て
い
た
こ
と
も
ウ
ル
フ
は
知

っ
て
い
た
。
だ
か
ら
、
も
し
、
浴
室

に
温
水
と
冷
水
の
出
る
設
備
が
あ
り
、
寝
室
に
ガ
ス

・
ス
ト
ー
ヴ
が
あ
れ
ば
、
夫

婦
の
口
論
の
半
分
は
し
な
く
て
も
済
ん
だ

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
チ
ェ
イ
ン

・

ロ
ウ
で
の
カ
ー
ラ
イ
ル
夫
妻
の
生
活
は
ず

っ
と
楽
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
、
と
ウ
ル
フ
は
考
え
た
の
だ
。

同
じ

「
カ
ー
ラ
イ
ル
の
家
」
を
見
学
し
た
漱
石
と
ウ
ル
フ
の
こ
の
視
点

の
違

い

は
何
故
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
、
多
感
な
青
年
時
代
か
ら
カ
ー
ラ
イ
ル
に
は
親
し

ん
で
い
て
も
一
漱
石
は
カ
ー
ラ
イ
ル
夫
人
の
こ
と
を
詳
し
く
は
知
ら
な
か
っ
た
だ

ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
、
ウ
ル
フ
の
方
は

一
入
三
三
年
に
出
版
さ
れ
た
」

・
A

・
フ

ル
ー
ド
編
の
書
簡
集
、

一
九
二
四
年
に
出
版
さ
れ
た
レ
ナ
ー
ド

・
ハ
ッ
ク
ス
レ
ー

ハね
　

(ピ
8
口
碧
畠
=
ロ
邑
超
)
編
の
書
簡
集
の
存
在
を
知

っ
て
い
た
。
だ
か
ら
、
前
述
の

引
用
の
よ
う
に
、
眠
れ
ぬ
夜
を
過
ご
し
た
後
、
未
明
に
カ
ー
ラ
イ
ル
夫
人
が
ベ
ッ

ド
の
中
で
、
咳

の
発
作
を
押
さ
え
な
が
ら
、
朝
の
家
事
の
段
取
り
を
考
え

て
い
る

と
こ
ろ
を
描
く
こ
と
が
で
き
た
の
だ
。

し
か
し
、
た
と
え

『書
簡
集
」
を
読
ん
で
い
な
く
て
も
、
直
感
の
鋭
い
ウ
ル
フ

な
ら
、
チ
ェ
イ
ン

・
ロ
ウ
の
家
の
住
み
に
く

い
こ
と
は
す
ぐ
に
見
抜
い
て
い
た
だ
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ろ
う
。
カ
ー
ラ
イ
ル
夫
妻

の
写
真
を
見
れ
ば
、
妥
協
で
き
な
い
性
格
も
そ
の
家
庭

生
活
が
戦
場
で
あ

っ
た
こ
と
も
見
抜

い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
女
性
で
あ
る

ウ
ル
フ
は
直
感
力
に
秀
で
て
い
た
。
明
治
の
男
性
で
あ

っ
た
漱
石
は
チ

ェ
イ
ン

・

ロ
ウ
の
家
を
見
て

「
あ
の
カ
ー
ラ
イ
ル
」
が
質
素
に
、
「
四
角
四
面
に
暮
ら
し
た
」

こ
と
に
感
銘
を
受
け
、
細
君
の
用
い
た

「頗
る
不
器
用
な
飾
り
気

の
な
い
」
寝
台

や
、
「
不
器
用
で
素
朴
と
し
か

い
い
よ
う

の
な
い
」
カ
ー
ラ
イ
ル
の
寝
台
、
「九
鼎

の
如
」
き
風
呂
桶
に
好
感
を
持

っ
た
。
だ
が
、
そ
の
舞
台
裏

の
苦
労
ま
で
は
思
い

及
ば
な
か

っ
た
の
だ
。
さ
す
が
に
、
カ
ー
ラ
イ
ル
の
デ
ス

・
マ
ス
ク
を
見
上
げ
た

時
は
、
「此
炬
燵
櫓
位
の
高
さ
の
風
呂

に
入

っ
て
此
質
素
な
寝
皇
の
上
に
寝

て
四

十
年
間
八
釜
敷
い
小
言
を
吐
き
績
け
に
吐
い
た
顔
は
是
だ
な
と
思
ふ
」
と
思
っ
た

が
、
そ
の
や
か
ま
し
い
夫
と
生
活
を
共
に
し
た
夫
人
の
こ
と
ま
で
は
考
え
な
か

っ

た
。

(五
)
漱
石
の
ロ
ン
ド
ン

一
九
〇
〇
年
十

一
月
か
ら

一
九
〇
二
年
十
二
月
ま
で
ロ
ン
ド
ン
に
留
学
し
て
い

た
夏
目
漱
石
は
、
ま
だ
地
理
の
よ
く
わ
か
ら
な
い
始
め
の
こ
ろ
、
大
都
会

ロ
ン
ド

ン
の
雑
踏
に
圧
倒
さ
れ
、
出
歩
く
の
に
苦
労
し
た
。
外
国
人
が
知
ら
な
い
土
地
を

歩
く
の
に
不
自
由
は

つ
き
も
の
だ
が
、
漱
石
の
場
合
、
江
戸
っ
子
で
都
会
に
は
慣

れ
て
い
た
と
は
い
え
、
明
治
の
日
本

か
ら
当
時
世
界
第

一
の
先
進
国
イ
ギ
リ
ス
、

そ
の
首
都
に
い
き
な
り
飛
び
込
ん
だ
の
だ
か
ら
無
理
も
な

い
。

恐
々
な
が
ら

一
枚
の
地
圖
を
案
内
と
し
て
毎
日
見
物
の
為
め
若
し
く
は
用

達

の
為
め
出
あ
る
か
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
無
論
汽
車

へ
は
乗
ら
な
い
、
馬

車

へ
も
乗
れ
な
い
、
滅
多
な
交
通
機
關
を
利
用
仕
様
と
す
る
と
、
ど
こ

へ
連

れ
て
行
か
れ
る
か
分
か
ら
な
い
。
此
廣
い
倫
敦
を
蜘
蛛
手
十
字
に
牲
来
す
る

汽
車
も
馬
車
も
電
氣
鐡
道
も
鋼
條
鐵
道
も
余
に
は
何
等

の
便
宜
を
も
與

へ
る

こ
と
が
で
き
な
か

つ
た
。

(『倫
敦
塔
』
五
～
六
頁
)

と
、
そ
の
様
子
を

『倫
敦
塔
』
の
冒
頭
に
書

い
て
い
る
。
「
滅
多

に
交
通
機
関
を

利
用
仕
様
と
す
る
と
、
ど
こ
へ
連
れ
て
行
か
れ
る
か
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
あ
り

さ
ま
で
は
、
街
歩
き
を
楽
し
む
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

と
は
い
う
も

の
の
当
時

の

『
日
記
』
を
見
る
と
、
漱
石
は
ロ
ン
ド
ン
に
到
着
し

て
以
来
、
実
に
よ
く
出
歩

い
て
い
る
。
と
り
わ
け
名
所
旧
跡
、
美
術
館
、
劇
場
、

書
店
に
は
到
着
直
後
か
ら
よ
く
足
を
運
び
、
特
に
芝
居
見
物
や
公
園
の
散
策
を
楽

し
ん
で
い
る
。

一
方
で
英
国
で
の
生
活
と
英
国
人
に
は
、
当
然
な
が
ら
違
和
感
を

抱
き
、
煤
煙

の
す
さ
ま
じ
い
こ
と
、
天
候
の
よ
く
な
い
こ
と
に
驚

い
て
い
る
。
漱

石
が

ロ
ン
ド
ン
入
り
を
し
た
の
は
十
月
の
二
八
日
、
晩
秋
か
ら
冬
に
向
か
う
陰
欝

な
時
期
だ

っ
た
の
も
災

い
し
た
よ
う
だ
。
漱
石
は
天
候
に
影
響
さ
れ
や
す
い
、
敏

感
な
性
質
の
人
だ

っ
た
よ
う
で
、
手
紙
や
日
記
に
は
天
候

へ
の
言
及
が
多

い
。

漱
石
は
カ
ー
ラ
イ
ル
博
物
館
に
は

「四
た
び
此
家
に
入
り
四
た
び
此
名
簿
に
余

が
名
を
記
録
し
た
畳
え
が
あ
る
」
と
書

い
て
い
る
。
漱
石
が
カ
ー
ラ
イ
ル
博
物
館

を
最
初
に
訪
れ
た
の
は
八
月
な
の
で
、
気
候
に
恵
ま
れ
印
象
が
よ
か

っ
た
の
か
も

し
れ
な

い
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
四
回
も
訪
れ
た
理
由
に
は
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。
ク
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ラ
バ
ム

・
コ
モ
ン
の
下
宿
か
ら
遠
く
な

か

っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
他
に
も
理
由
が

あ
り
そ
う
で
あ
る
。
漱
石
が
こ
の
こ
ろ
主
に
ロ
マ
ン
派
の
詩
を
研
究
し
て
い
た
こ

と
を
思
え
ば
、

ハ
ム
・ス
テ
ッ
ド
に
あ
る
キ
ー
ツ
の
家
に
も
出
か
け
そ
う
な
も

の
だ

(
21
)

が
、
実
際
は
そ
う
で
は
な
か

っ
た
。

箆
)

漱
石
は

「卑
し
き
こ
と
」
「
下
品
」

で
あ
る
こ
と
を
憎
み
、
「風
雅
の
心
」

「風

(
圏
)

流
閑
雅
ノ
趣
」
を
求
め
る
気
持
ち
が
強
か

っ
た
。
そ
の
漱
石
に
と
っ
て
留
学
中
の

生
活
は
も
と
よ
り
、
日
本
に
お

い
て
さ
え
も

「風
雅
の
心
」
を
実
践
す
る
こ
と
は

容
易
で
は
な
か

っ
た
b
そ
う
し
た
彼
に
と

っ
て
、
粗
末
な
家
に
住
み
、
天
井
裏

の

冬
は
寒
く
夏
は
暑
く

て
住
み
難
い
書

斎
で
、
世
間
の
騒
音
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら

「
四
八
年
間
小
言
を
吐
き
続
け
た
」
カ

ー
ラ
イ
ル
の
生
き
方
は
、
同
じ
く
住
み
難

い
世
の
中
で
文
学
を
志
す
自
分
自
身
の
あ
り
か
た
と
重
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
留

学
中
の
漱
石
は
ま
だ
三
三
、
四
歳
で

「自
己
本
位
」
と
い
う
境
地
に
も
達
し
て
お

ら
ず
、
社
会
的
に
も
満
足
で
き
る
地
位

を
得
た
と
は
言
え
な
か

っ
た
。
二
年
間
の

(
24
)

留
学
で
な
し
う
る
こ
と
に
つ
い
て
は
漱

石
も
合
理
的
に
割
り
切

っ
て
い
た
が
、
乏

し
い
留
学
費
用
を
削

っ
て
書
籍
を
買

い
集
め
る

一
方
で
、
英
文
学
者
と
し
て
の
研

究

の
こ
と
、
英
語
教
師
と
し
て
の
帰
国
後

の
地
位
や
職
の
こ
と
、
東
京
に
残
し
て

き
た
妻
や
家
庭
の
こ
と
、
果
て
は
日
本

の
現
状
と
将
来
を
愁
う
気
持
ち
な
ど
、
気

が
か
り
な
こ
と
は
多
か

っ
た
。
東
京

の
妻
鏡
子
宛
の
手
紙
を
見
る
と
、
子
供

の
養

育

の
し
か
た
、
鏡
子
の
入
れ
歯
の
こ
と
や
朝
寝
の
こ
と
な
ど
細
か
な
こ
と
に
、
ま

る
で
彼
自
身
力
i
ラ
イ
ル
の
ご
と
く
、
ま
さ
に

「小
言
を
吐
き
続
け
に
吐
」
き
た

い
よ
う
な
状
態
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

(六
)
ダ
ロ
ウ

エ
イ
夫
人
の
ロ
ン
ド
ン

地
図
を
頼
り
に
お
そ
る
お
そ
る
歩
い
た
漱
石
と
は
異
な

っ
て
、
ロ
ン
ド
ン
っ
子

の
ウ
ル
フ
は

ロ
ン
ド
ン
の
雑
踏
を
歩
く
の
を
楽
し
ん
で
い
た
。
そ
う
し
た
楽
し
み

は

『
ロ
ン
ド
ン
風
景
』
以
外
に
も

『ダ
ロ
ウ

ェ
イ
夫
人
』
や

『歳
月
』
、
少
し
趣

を
変
え
て

『
オ
ー
ラ
ン
ド
ウ
』
で
主
人
公
が
ロ
ン
ド
ン
の
街
を
歩
く
場
面
な
ど
に

も
描
か
れ
て
い
る
。
ウ
ル
フ
に
と

っ
て
ロ
ン
ド
ン
を
歩
く
の
は
新
鮮
な
発
見
の
連

続
だ

っ
た
。
『ダ
ロ
ウ

ェ
イ
夫
人
』
で
も
、
歩

い
て
い
る
時
の
ダ
ロ
ウ
ェ
イ
夫
人

の
気
分
は
驚
き
と
賛
嘆

の
入
り
混
じ

っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
作
品
で
は
病
後
の

夫
人
の
軽
快
な
気
分
に
、
戦
争
が
終
わ

っ
た
と
い
う
世
間
の
安
堵
感
、
パ
ー
テ
ィ

ー
を
目
前
に
し
た
期
待
感

(ダ
ロ
ウ

ェ
イ
夫
人
は
パ
ー
テ
ィ
ー
好
き
な
の
だ
)
が

一
体

に
な

っ
て
軽
や
か
な
上
昇
気
分
を
盛
り
上
げ
て
い
る
。
『
オ
ー
ラ
ン
ド
ウ
』

で
は
歴
史
と
い
う
軸
に
沿

っ
て
ロ
ン
ド
ン
を
眺
め
て
い
る
が
、
過
去
を
知

っ
て
い

る
オ
ー
ラ
ン
ド
ウ
の
目
に
ロ
ン
ド
ン
の
町
は
常
に
新
鮮
で
驚
き
に
満
ち
た
光
景
と

し
て
映

っ
て
い
る
。
さ
て
、
『
ロ
ン
ド
ン
風
景
』
で
は
ウ
ル
フ
自
身
が
、
よ
く
知

ら
れ
た
見
慣
れ
た
風
景
を
、
女
性
の
視
点
か
ら
捉
え
直
し
た
と
言
え
る
。
だ
が
、

依
頼
さ
れ
て
書

い
た
連
載
原
稿
と
は
違
い
、
制
約
の
少
な
い
小
説
に
は
ウ
ル
フ
の

歩
く
喜
び
が
よ
り
素
直
に
伝
わ

っ
て
く
る
よ
う
だ
。
た
と
え
ば
、
ダ
ロ
ウ

ェ
イ
夫

人
の
伸
び
の
び
と
し
た
歩
き
方
を
見
て
み
よ
う
。
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
に
住
む

国
会
議
員
の
妻
、
パ
ー
テ
ィ
ー
好
き
で
、
高
級
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
街
ボ
ン
ド

・
ス
ト

リ
ー
ト
に
心
奪
わ
れ

(や
Q。
)
、
「
直
感
で
人
を
見
分
け
る
こ
と
が
私
の
唯

一
の
才

能

(国
o
円
o
巳
冤

oq
聾

壽

。・
百

o
書

o。
冨

名

一。
巴
日
o
。。
⇔
9

甘
。。
音

9
V
」

(も
6
)

と
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い
う
ダ
ロ
ウ
ェ
イ
夫
人
は
、
地
位
か
ら
言

っ
て
も
性
格
か
ら
言

っ
て
も
、
カ
ー
ラ

イ
ル
夫
人
の
対
極
に
あ
る
よ
う
な
女
性

で
あ
る
。
季
節
で
言
え
ば

「
い
つ
も
二
月
」

と
い
う
粗
末
な
チ

ェ
イ
ン

・
ロ
ウ
の
家
に
住
ん
で
い
た
カ
ー
ラ
イ
ル
夫
人
と
、
六

月
の
朝
に
軽
や
か
に
歩
き
出
す
ダ
ロ
ウ

ェ
イ
夫
人
と
で
は
、
同
じ
ウ
ル
フ
が
描
き

出
す
女
性
で
あ

っ
て
も
、
読
者
に
与
え
る
イ
メ
ー
ジ
は
大
き
く
異
な

っ
て
く
る
。

ボ
ン
ド

・幽ス
ト
リ
ー
ト
の
賛
沢
な
花
屋

へ
出
か
け
た
ダ

ロ
ウ

ェ
イ
夫
人
は
そ
の
店

先
で

「ど
こ
か
の
病
院

へ
お
出
か
け
に
な
る
女
王
さ
ま
、
バ
ザ
ー
の
開
会
式
に
出

席
さ
れ
る
女
王
さ
ま

(目
5
0
ρ
ロ
oo
ロ
o。
o
ぎ
㈹
Po
㎝o
目
o
サ
8
且
邑

…
§

ρ
`
o
o
昌

o℃
o巳
昌
鵬
。。o
目
0
9
母
臼
)
」
(℃
.旨
)

の
自
動
車

(目
o
§

o
自
)
を
見
か
け
る
。

こ
れ
は
明
ら
か
に
、
ジ
ョ
イ
ス
の

『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
第
十
挿
話
で
病
院

へ
の
基
金

を
募
る
バ
ザ
ー

(
マ
イ
ラ
ス

・
バ
ザ
i
、
竃
一巳
・。
σ
鳶
N自
)
に
出
席
し
た
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
総
督
の
馬
車
の
通
過
す
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
の
を
意
識
し
た
趣
向
だ

ろ
う
。
『ダ

ロ
ウ

ェ
イ
夫
人
』
で
は

「女
王
さ
ま
」

の
自
動
車
は
や
が
て
大
勢
の

人
に
目
撃
さ
れ
な
が
ら
、
バ
ッ
キ
ン
ガ

ム
宮
殿
の
門
内
に
入
り
、
そ

の
後
、
空
に

は
お
菓
子
の
宣
伝
を
す
る
小
型
飛
行

機
が
現
れ
る
。
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
第
十
三
挿

話
で
は
バ
ザ
ー
の
余
興
と
し
て
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
る
が
、
『ダ

ロ
ウ

ェ
イ
夫

人
『
で
は
花
火
の
代
わ
り
に
、
飛
行
機
が
青
空
に
雲
で
目
O
聞
国
団
の
文
字
を
描
く

の
を
、
人
び
と
が
心
奪
わ
れ
つ
つ
見
上
げ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
エ
ピ

ソ
ー
ド

は
す
べ
て
ダ
ロ
ウ
ェ
イ
夫
人

の
軽
や
か
に
飛
翔
す
る
心
理
状
態
を
表
す
の
に
役
立

っ
て
い
る
。
花
を
買

い
に
行

っ
て
偶
然
、
女
王
さ
ま
の
車
を
見
か
け
、
当
時
と
し

て
は
珍
し
い
飛
行
機
の
宣
伝
飛
行
を
見
る
。
偶
然
と
は
言
え
、
そ
れ
は
祝
祭
気
分

に
ふ
さ
わ
し
い
偶
然
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ダ
ロ
ウ
ェ
イ
夫
人
に
も

「も
は
や
太

陽
の
熱
も
、
冬
の
き
び
し

い
寒
さ
も
恐
れ
る
に
あ
た
わ
ず

(頴
自

ロ
o
目
o
器

仔
0

7
0
暮

q
爵
①
。。唱
ミ

Z
自

白
o
守
臥
o
葛

≦
巨
8
円.㎝
旨
oq
o
。。)」
と

『シ
ン
ベ
リ
ー
ン

(O

§
富
§

偽
)』

の
中
の
死
者
を
哀
悼
す
る
詩
句
を
口
ず
さ
む
瞬
間
が
あ
り
、
戦

争
で
心
に
傷
を
受
け
た
セ
プ
テ
ィ
マ
ス
と
い
う
青
年
が
自
殺
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
も

一
方
で
進
行
し
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
こ
の
作
品
に
死
や
下
降
気
分
を
暗
示
さ
せ

る
も
の
が
な
い
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
ダ

ロ
ウ

ェ
イ
夫
人
が
、
カ
ー
ラ
イ
ル

夫
人
と
は
別
世
界
の
自
由
な
の
び
や
か
さ
と
、
軽
や
か
な
上
昇
気
分
を
感
じ
て
い

る
こ
と
が
こ
の
小
説
の
眼
目
な
の
で
あ
る
。

(七
)
女
性
が
ロ
ン
ド
ン
を
歩
く
と
き

と
い
う
の
も
、
女
性
が
町
を
歩
く
と
い
う
こ
と
は
実
は
、
そ
う
簡
単
な
こ
と
で

は
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
『ダ

ロ
ウ
ェ
イ
夫
人
』
(
一
九
二
五
年
)
の
三
年
後
に
書

か
れ
た

『オ
ー
ラ
ン
ド
ウ
」

(
一
九
二
八
年
)
で
は
、
自
由
な
冒
険
家
オ
ー
ラ
ン

ド
ウ
が
、
時
代
に
合
わ
せ
て
男
性
か
ら
女
性
に
変
身
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
女
性

が
思
う
ま
ま
に
行
動
す
る
こ
と

の
困
難
だ

っ
た
時
代
が
多
か

っ
た
た
め
だ
ろ
う
。

つ
か
の
間
の
行
動
の
自
由
を
得
る
た
め
に
、
多
く
の
女
性
が
男
装
を
し
た
事
実
が

そ
の
こ
と
を
裏
づ
け
て
い
る
。
二
〇
世
紀
に
至
る
ま
で
女
性
が

一
人
歩
ぎ
を
す
ゐ

こ
と
は
、
そ
れ
自
体
、
た
や
す
い
こ
と
で
は
な
か

っ
た
。
ひ
と

つ
に
は
公
共
交
通

機
関
が
発
達
し
て
い
な
か

っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
安
全
面
の
問
題
と
社
会
通

念
の
問
題
も
あ

っ
た
。
例
え
ば
、

一
九
世
紀

の
初
め
に
ロ
ン
ド
ン
近
郊
の
ハ
ン
プ

シ
ャ
ー
に
暮
ら
し
て
い
た
作
家
ジ

ェ
イ

ン

・
オ
ー
ス
テ
ィ
ン

(臼O
昌
0
㌧ノ
唱
ooPO
口
)
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の
作
品
を
読
む
と
、
ジ

ェ
ン
ト
リ
ー
階
級
の
女
性
に
と

っ
て
外
出
や
旅
行
が

い

か
に
ま
ま
な
ら
ぬ
も
の
で
あ

っ
た
か
が
よ
く
わ
か
る
。
遠
方

へ
の
外
出
に
は
忘

家
用
の
馬
車
が
必
要
だ

っ
た
。
オ
ー

ス
テ
ィ
ン
は
ロ
ン
ド

ン
や
ケ
ン
ト
州
に
住

む
兄
の
家
を
し
ば
し
ば
訪
れ
て
い
る
が
、
そ
の
場
合
、
兄
た
ち
が
旅
行
を
す
る

馬
車
に

一
緒

に
乗
せ

て
も
ら
う
か
、
特
別
に
馬
車
を
用
意
し
て
も
ら
う
か
、
あ

る
い
は
付
き
添

っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ

っ
た
。
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
は
自
家
用
馬
車

ハゐ
　

を
持

っ
て
お
ら
ず

、
と
い
っ
て
駅
馬
車
で
の
女
性
の
ひ
と
り
旅
は
考
え
ら
れ
な

か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
乗
合
の
駅
馬
車
を
使

っ
た
女
性
の

一
人
旅
は
、
危
険
で

も
あ
り
、
体
面
上
の
問
題
か
ら
も
た
め
ら
わ
れ
た
。
馬
車
を
使
う
必
要
の
な

い

近
距
離
の
場
合
、

一
マ
イ
ル
以
下
な
ら
徒
歩
で
行
く
が
、
そ
の
場
合
も
、
よ
ほ

ど

の
こ
と
が
な
い
限
り
女
性
の

一
人
歩
き
は
し
な
か

っ
た
。
安
全
面
か
ら
も
女

性

の

一
人
歩
き
に
は
問
題
が
あ

っ
た

の
で
あ
る
。
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
作
品
を
読

む
と
、
女
性
が

一
人
で
な
ん
ら
差
し
支
え
な
く
自
由
に
行
き
来
で
き
る
範
囲
は

四
分
の

一
マ
イ
ル

(約
四
百
メ
ー
ト

ル
)
か
ら
二
分
の

一
マ
イ
ル

(約
八
百

メ

ー
ト
ル
)
で
、
そ
れ
以
上
に
な
る
と

二
人
以
上
で
連
れ
立

っ
て
歩
く
か
、
男
性

(26
)

の
同
伴
者
が
い
る
の
が
普
通
だ

っ
た

。
若

い
女
性
の
場
合
は
特
に
、
体
面

の
問

題
が
重
視
さ
れ
た
。
『自
負
と
偏
見

(、
き

§
職
、
さ
.§

爲
)
』
(
占
八

=
二
年
)

で
は
主
人
公
の
エ
リ
ザ
ベ
ス

・
ペ
ネ

ッ
ト

(国
齢
§

葺

頃
o目
8

が
三

マ
イ
ル

離
れ
た
隣
家
を
歩

い
て
訪
問
し
た
こ
と
が
議
論
を
呼
び
、
「
淑
女
ら
し
く
な
い
」

と
非
難
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
は
後

に
エ
リ
ザ
ベ
ス
と
、
彼
女
に
対

峙
す
る
ダ
ー
シ
ー
氏
の
身
分
違
い
の
恋
が
成
就
す
る
際
に
大
き
な
障
害
と
な
る

の
で
あ

る
。
平
和
な
田
舎
と

い
え
ど
も
、
若

い
娘
が
三
マ
イ
ル
も

の
距
離
を
ひ

と
り
歩
き
す
る
の
は
、
異
例
の
行
動
と
見
な
さ
れ
た
の
だ
。
も

っ
と
も

一
マ
イ
ル

以
下
の
距
離
で
、
女
性
が
若
く
な

い
場
合
は
、

一
人
で
歩
い
て
も
問
題
は
な
か

っ

た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
安
全
面
か
ら
言
え
ば
、
田
舎
よ
り
か
え

っ
て
都
会
の
ほ

う
が
女
性
の

一
人
歩
き
に
は
適
し
て
い
た
よ
う
で
、
同
じ
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
で
も
、

小
都
会

バ
ー

ス

(国
彗
げ
)

を
舞
台

に
し
た

「
ノ
ー
サ

ン
ガ

ー

・
ア
ベ
イ

(〉
ず
轟
曹
嵩
QQ
馬、
L>
守
守
亀
)
』
(
一
八

一
八
年
)
や

『説
得

(、
恥嵩
§
急
§
)
』
(
一
八

一
八
年
)
で
は
、
若
い
女
主
人
公
が
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
街
を
比
較
的
自
由
に
、
ひ
と

り
歩
き
し
て
い
る
。
バ
ー
ス
は
有
名
な
保
養
地
で
人
通
り
も
多
か

っ
た
う
え
、
比

較
的
狭
い
地
域
で
あ

っ
た
た
め
に
そ
う

い
う
こ
と
が
可
能
に
な

っ
た
の
だ
ろ
う
。

汽
車
が
走
り
始
め
、
鉄
道
に
よ

っ
て
遠
距
離

へ
の
移
動
が
可
能
に
な

っ
た
後
で

も
、
事

情

は
た

い
し

て
変
ら

な
か

っ
た
。

エ
リ
ザ

ベ
ス

・
ギ

ャ

ス
ケ

ル

(M
昌
一N
9
げ
〇
一げ

∩
甲9
㎝貯
0
昌
)

の

『
北

と

南

(さ

識
魯

§

賎

動
o
ミ
}
)
』

(
一
八

五

五

年

)

曾

)

と
い
う
小
説
に
は
牧
師
の
娘
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

(蜜
閂
oq
器

一)
が
北
の
新
興
産
業

都
市
ミ
ル
ト
ン

(竃
旨
o
戸

実
は
竃
き
oげ
o
器

「)
で
身
に
つ
け
た

一
人
歩
き
の
習

慣
を
、

眉
ン
ド
ン
在
住
の
伯
母
に
認
め
て
も
ら
え
な
い
と
い
う
場
面
が
あ
る
。
ミ

ル
ト
ン
か
ら

ロ
ン
ド
ン
へ
引
き
上
げ
る
段
に
な

っ
て
、
知
人
に
暇
乞

い
を
す
る
際

も
、

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
は
伯
母
の
付
き
添
い
の
も
と
、
馬
車
で
訪
問
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た

(四
三
章
)
。
ま
た
父
親
代
わ
り
の
ベ
ル
氏

(琴

噸切
色
)
が
危
篤
で
、

ロ
ン
ド
ン
か
ら
鉄
道
で
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

へ
駆
け
つ
け
る
際
も
、
そ
の
日
の
う

ち
に
戻

っ
て
く
る
だ
け
な
の
に
、
男
性
の
付
き
添
い
が
つ
け
ら
れ
た

(四
八
章
)。

以
上
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
い
ず
れ
も
ヒ
ロ
イ
ン
に
差
し
迫

っ
た
必
要
が
あ

っ
て
外
出

す
る
場
合
な
の
で
あ
る
。
ま
し
て
、
さ
し
た
る
用
事
も
な
く
女
性
が
ひ
と
り
で
そ
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そ
ろ
歩
き
を
楽
し
む
な
ど
、
論
外
で
あ

っ
た
だ
ろ
う
。

交
通
機
関
の
発
達
に
よ
っ
て
、
女
性
の

一
人
歩
き
も
夢
で
は
な
く
な

っ
た
。
ロ

ン
ド
ン
で
は
ユ
ー
ス
ト
ン
駅

(
一
八
三
八
年
)
を
皮
切
り
に
、
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
駅
、

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
駅
な
ど
鉄
道
の
駅
が
次

々
と
開
業
し
、
各
地
方
都
市
と

の
間
を
結

ん
だ
。

一
八
⊥ハ
三
年
に
は
地
下
鉄
も

開
通
し
、
始
め
の
う
ち
こ
そ
蒸
気
機
関
車
に

窓
の
な
い
客
車
を
連
結
す
る
と

い
っ
た
、
お
よ
そ
若
い
女
性
が
乗
る
に
は
ふ
さ
わ

し
く
な
い
乗
り
物
だ

っ
た
が
、

一
入
九
〇
年
に
は
最
初
の
電
気
に
よ
る
地
下
鉄
が

走
り
、
そ
の
後
、
次
第
に
設
備
を
近
代
化
し
、
路
線
を
広
げ
て
行

っ
た
。
二
〇
世

紀
に
入

っ
て
か
ら
は
女
性
の
外
出
も
危
険
な
こ
と
で
は
な
く
な

っ
た
。
乗
り
合
い

馬
車

(オ
ム
ニ
バ
ス
、
o目
巨
げ
ロ
。・)
も

徐
々
に
馬
車
か
ら
自
動
車
に
切
り
換
わ
り
、

乗
合
自
動
車

(バ
ス
、
o
ヨ
巳
9
㎝
)
が
走
り
始
め
た
。
『ダ
ロ
ウ
ェ
イ
夫
人
』
に

は
女
王
さ
ま
の
乗

っ
た
自
動
車
が
重

要
な
役
割
を
果
た
し
、
乗
合
自
動
車
の
オ
ム

ニ
バ
ス
も
走

っ
て
い
て
、
ダ
ロ
ウ
ェ
イ
夫
人
も
乗

っ
て
い
る
。
幼
な
じ
み
の
ピ
ー

タ
ー

・
ウ
ォ
ル
シ

ュ
と

一
緒
に
二
階
建

て
バ
ス
に
乗

っ
て
ロ
ン
ド
ン
を
行
く

の

は
、
ダ

ロ
ウ

ェ
イ
夫
人

に
と

っ
て
探

検

の
よ
う
な
も

の
で
あ

っ
た
と

い
う

(唱
μ
ω
劇
)
。
ダ

ロ
ウ

ェ
イ
夫
人
の
娘
の

エ
リ
ザ
ベ
ス
に
な
る
と
、
ひ
と
り
で
バ
ス

に
乗

っ
て
ス
ト
ラ
ン
ド
街

(フ
リ
ー
ト
街
を
経
て
シ
テ
ィ
へ
続
く
繁
華
な
ビ
ジ
ネ

ス
街
)

を
行
き
な
が
ら
、
自
分
も

職

業

に
つ
い
て
み
た

い
と
考
え

て

い
る

(唱
・一b。　
)
。
都
市
で
の
公
共
交
通
機
関

の
発
達
は
女
性
の

一
人
歩
き
を
保
証
す
る

だ
け
で
な
く
、
女
性
の
社
会
進
出
を

も
支
え
た
こ
と
は
改
め
て
言
う
ま
で
も
な

い
。

(八
)
歩
く
小
説

新
鮮
な
空
気
を
吸
い
な
が
ら
田
舎
を
歩
く

の
は
快
適
に
違
い
な
い
が
、
さ
し
迫

っ
た
用
事
な
し
に
都
会
の
雑
踏
を
歩
く
の
も
、
そ
れ
に
劣
ら
な

い
快
楽

で
あ
る
。

そ
う
し
た
楽
し
み
は

い
ろ

い
ろ
な
作
家
が
さ
ま
ざ
ま
な
作
品

の
中
で
書
い
て
き

た
。
読
者
に
と

っ
て
も
、
例
え
ば

ロ
ン
ド
ン
の
よ
う
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
町
の
、

読
者
が
実
際
に
行

っ
た
り
書
物
で
読
ん
で
知

っ
て
い
る
場
所
を
、
作
品
の
中
で
確

認
す
る
の
は
嬉
し
い
読
書
体
験
と
な
る
。
街
を
歩
く
視
点
は
こ
れ
ま
で
も
さ
ま
ざ

ま
あ
り
、
官
吏
サ
ミ
ュ
エ
ル

・
ピ
ー
プ

ス
の
抜
け
目
の
な

い
目
、
デ
ィ
ケ
ン
ズ
の

子
供
の
よ
う
な
視
点
、
R

・
L

・
ス
テ
ィ
ー
ブ

ン
ソ
ン
の
怪
奇

ロ
マ
ン
の
視
点
な

ど
、
枚
挙
の
い
と
ま
が
な
い
。
し
か
し
、
女
性

の
視
点
と

い
う
の
は
あ
ま
り
例
が

な
か

っ
た
。
女
性
は
元
来
、
家
に
留
ま

っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
旅
行
や
移
動
を

し
な
い
も
の
だ

っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
ウ
ル
フ
は
そ
う
し
た
概
念
を
打
ち
破
り
、
歩

く
女
性
を
描
こ
う
と
し
た
。
歩
く
こ
と
に
よ
っ
て
女
性
は
見
聞
を
広
め
、
そ
の
世

界
を
拡
大
し
て
い
く
か
ら
で
あ
る
。
ウ
ル
フ
は

『ダ

ロ
ウ
ェ
イ
夫
人
』
に
意
識
的

に
女
性
の
視
点
を
取
り
入
れ
、
ダ
ロ
ウ
ェ
イ
夫
人
、
娘
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
、
そ
の
家

庭
教
師
ミ
ス

・
キ
ル
マ
ン
、
セ
プ
テ
ィ
マ
ス
の
若

い
妻
で
イ
タ
リ
ア
人
の
ル
ク
レ

ツ
ィ
ア
の
四
人
の
女
性
の
視
点
か
ら
描
い
て
い
る
。

最
後
に
、
ジ

ョ
イ

ス
や
ウ
ル
フ
の
小
説
で
主
人
公
が
よ
く
歩

い
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
も
う

一
つ
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
や
プ
ル
ー
ム
や
ダ

ロ
ウ

ェ
イ
夫
人
が
地
図
に
あ
る
と
お
り
の
道
筋
を

一
歩

一
歩
、
歩
く
の
は
、
歩
く
と
い

う
行
動
の
間
に
思

い
出
し
た
り
、
考
え
ご
と
を
す
る
た
め
で
あ
る
。
読
者
も
ま
た
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そ
の
道
筋
に
従

っ
て
、
彼
ら
の
考
え

た
こ
と
を
再
現
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

人
は
歩
く
こ
と
に
よ

っ
て
思
考
に
適

し
た
リ
ズ

ム
を
得
る
。
同
時
に
、
作
者
は
主

人
公
を
歩
か
す

こ
と
に
よ

っ
て
時
間

の
経
過
を
読
者
に
知
ら
せ
る
こ
と
も
で
き

た
。
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
や

『ダ
ロ
ウ

ェ
イ
夫
人
」
で
は
要
所
要
所
で
教
会
の
時
鐘

が
鳴

っ
た
り
、
主
人
公
が
時
計
を
見

た
り
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
読
者
に
時
が
知
ら

さ
れ
る
。
す
べ
て
を
掌
握
し
た
語
り
手
が
い
な
い
こ
れ
ら
の
小
説
で
は
、
作
品
の

世
界
に
秩
序
を
与
え
る
た
め
に
、
こ
う
し
た
工
夫
が
必
要
な
の
だ
。
時
間
を
告
げ

る
鐘
と
歩
い
て
い
る
位
置
を
知
ら
せ
る
地
図
、
こ
の
二
つ
を
頼
り
に
読
者
は

「語

り
手
」
之

い
う
ガ
イ
ド
な
し
に
作
品
世
界
の
中
に
踏
み
出
し
て
ゆ
く
。
『ダ

ロ
ウ

ェ
イ
夫
人
』
は
こ
の
試
み
が
見
事
に
成
功
し
た
例
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

五

一
歳
の
、
国
会
議
員
の
妻
の
ダ

ロ
ウ

ェ
イ
夫
人
が
花
を
買
う
以
外
に
た
い
し

た
用
事
も
な
く
、
ロ
ン
ド
ン
を

一
人
で
歩
け
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
、
長
い
歴

史
と
準
備
が
必
要
だ
っ
た
。
ウ
ル
フ
は

『自
分

一
人
の
部
屋

$

さ

o
ヨ

ミ
6

ミ
6

9
§
)
』
(
一
九
二
九
年
)
と
い
う
随
筆
で
、
女
性
が
自
立
す
る
に
は
年
五
〇
〇
ポ

ン
ド
の
収
入

(経
済
的
自
立
)
と

一
人
に
な
れ
る
部
屋

(精
神
的

・
行
動
的
自
立
)

が
必
要
だ
と
述
べ
て
い
る
。
歩
く
と

い
う
行
為
は
、
行
動
の
自
由
を
意
味
す
る
だ

け
で
な
く
、
自
分
の
責
任
に
お
い
て
行
動
し
、
考
え
る
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
る
。

そ
の
意
味
で
、
女
性
の

一
人
歩
き
に
は

「自
分

一
人
の
部
屋
」
を
持

つ
の
と
同
じ

重
み
が
あ
る
と
言

っ
て
も
よ
い
。
『ダ

ロ
ウ
ェ
イ
夫
人
」
は
確
信
的
な
フ
ェ
ミ
ニ
ス

ト
で
あ

っ
た
ウ
ル
フ
ら
し
い
作
品
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
街
を

歩
く
ダ

ロ
ウ

ェ
イ
夫
人
を
創
造
す
る
際
に
、

カ
ー
ラ
イ
ル
夫
人
の
よ
う
な
生
活
を
意
識
す
る
こ
と
は
、
ウ
ル
フ
に
と

っ
て
是
非

と
も
必
要
な
こ
と
だ

っ
た
。
我

々
読
者
に
と

っ
て
も
、
,囚
わ
れ
た
女
性
、
カ
ー
ラ

イ
ル
夫
人
の
視
点
か
ら
社
会
を
見
る
と

い
う
、
貴
重
な
体
験
を

『
ロ
ン
ド
ン
風
景
』

は
与
え
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

注

(
1
)
<
眸
o。
ぎ
冨

芝

8

拝

ミ
、
鉾

b
亀
Nご
モ
亀

℃
穿

鴨
b
ミ

嵩
ミ

青

∩
o
=
0
9
巴

団
a
二
8

(=
o
oQ
き

即

o
。・吻
二

8

0
γ

(
2
)
q
量
亀
禽
と
ミ
、
硫・b
ミ
ご
ミ
亀

は
幾

つ
か

の
共

通
点
を
持

っ
て
い
る
。

一
九

〇
四
年

六

月
十

六

日

の
ダ

ブ
リ

ン
を
、

通
り

や
店

の
名

前

な
ど

ほ
ぼ
実
名

で
再
現

し

て
み
せ

た

q
量
鈎
題

に
対

し
て
、

ウ
ル
フ
は

嘩
九
二
五
年

乃
至
そ
れ
よ
り
少
し
以
前

の
年

の
、
同

じ

く
六
月

の
あ

る

一
日
の
ロ
ン
ド

ン
を
、
同
じ
よ
う

に
、
通
り
や
店

の
名
を

実
名
で
再
現
し

て
み
せ

て

い
る
。

ウ
ル
フ
は
ジ

ョ
イ

ス
を
常

に
意
識
し

て
い
た
。
ジ

ョ
イ

ス
と
ウ
ル

フ
は

同
じ

一
八
八

二
年
生
ま
れ

の

一
九

四

一
年
没

で
あ
る
。

(
3
)
<
甚

巨

帥
乏

8

貫

罫

じ

ミ
§

動
9
嵩
恥
購
罫

O
ミ
壽

胤
b
§

驚

ミ

ミ
q
§

ヨ

ト
驚

硫
魁
禽
鳶
駄
穿

旨
岩

く
巳
・
口

(灯
o口
噌

巨

切
o
o
冨
"
お
OQ。
γ

同

じ
く
深
沢
俊
他
編
注

『§

偽

ぽ

嵩
§
嵩
警
§
頸

簗
竃

穿

碕
亀
硲
ミ

≦
蒔
賊嵩
貯

ぎ

『

(
ロ
ン
ド
ン
の
情
景
ご

(北
星
堂
書

店
、

一
九

八
三
年
)

(
4
)
署

9
S

民

9

ミ

§

む
ミ

。
穿

鷺

罫

,卜
欝

ヨ
隷
郵

ミ

盲

さ

曼

ミ

b
、
S
守
黄

笥
ミ
貯
ミ

建

ミ
魯

(O
き

a

d
ぼ
く
o
巳

曙
即
o
吻ロ
山
O
O
巴
・

(
5
∀
§

馬
O
讐

民

9

§

乾
§

ミ

穿

。。
、§

卜
貯

ミ

ミ
罫

明8

亭

。
日
諾

O
旦

旨

・

(
6
)
夏

目
漱

石
全

集
第

一
四
巻
書
簡
集

(岩
波

書
店
、
昭
和
四

一
年
、
昭
和

五

一
年

)
十

二
頁
。

(
7
)
夏
目
漱

石
全
集
第

一
巻

「吾
輩
は
猫

で
あ

る
』

三
四
～
五
頁
。

(
8
)

「吾
輩
は
猫

で
あ
る
』

五
〇
五
頁
。
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(
9
)
夏
目
漱
石
全
集
第

二
巻

『カ

ー
ラ
イ

ル
博
物

館
』

三
五
～
六
頁
。

(
10
)

『
学
燈

』
に
発
表

し
た

『
カ
ー
ラ
イ

ル
蔵
書

目
録
』

(岩
波

書
店

『
夏
目
漱
石
全

集
』

第

一
六
巻
別
冊
)
に
よ

る
と
、

カ
ー
ラ
イ

ル

の
家

の
蔵
書
は
全
部

で
三

一
九
冊
あ

っ
た

こ

と
に
な

っ
て
い
る
。
従

っ
て

=
二
五
部
と

い
う

の
は
、

二
階
に
お
さ
め
ら
れ

て
い
た
蔵
書

の
数
と
思
わ
れ
る
。

(
11
)

こ
の
家

の
家
賃

は
年
額

三
五
ポ

ン
ド

で
あ

っ
た
が
、
漱

石
は
そ
れ
を
三

五
〇
円
で
あ

っ
た
と
書

い
て

い
る

(『
カ

ー
ラ
イ

ル
博
物

館
』
)
。
そ

の
計
算
で

い
け
ば

二
〇
〇
〇
円
は

二
〇

〇
ポ

ン
ド
と

い
う
こ
と

に
な
る
。
深
沢
俊
他
編

『
ロ
ン
ド
ン
の
情
景
』

の
注
参
照
。

(
12
)
『
吾
輩
は
猫

で
あ
る
一
九
章
、
三
四

二
～
三
頁

(
13
)

ウ
ル

フ
の
日
記

に
よ

る
と

、

一
九
三

一
年
三
月

一
六

日
に
カ
ー

ラ
イ

ル
の
家

を
訪

れ

る
予
定
と

の
記
入
が
あ
る
。
§

馬
O
言
q

ミ

≦
毒
言
旨
.き

o
緊
〈
9

署

(=
o
oQ
き

署

。。。。曽

同O
ミ

㌔

9
魅

凶昌
切
8

百
口
O
お
)
.
,
蜀

(
14
)
」

・
A

・
フ
ル
ー
ド

(H
>
閉
3
昌

o
)

は
雑
誌

(ぎ

鴇
謬

ミ
腎
恥
爵
hミ
)

の
煽
集
者

で
カ
ー
ラ
イ

ル
の
弟
子
。
チ

ェ
イ

ン

・
ロ
ウ

で
の
カ
ー
ラ
イ
ル
の
生
活

ぶ
り

に
つ
い
て
は
、

彼

の

手

に

よ

る

カ

ー

ラ

イ

ル

夫

妻

の

書

簡

集

(
一
八

八

三

年

)
、

『
回

顧

録

(知
§

幅嵩
馬吻
6
馬嵩
6
偽
』
)
』

(
一
八

八

一
年

)
、

四

巻

か

ら

な

る

『
伝
記

(衷

o
恥
竈

書

ご

(
一
八

八
二
～
四
年
)
が
詳
し

い
。

(
15
)

『
漱

石
山
房
蔵

書
目
録
一
に
よ

る
と
漱

石
は
カ
ー

ラ
イ

ル
の

『
衣
装
哲
学
』

(
二
種
)
、

『英
雄
と
英
雄
崇
拝
』
、
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
一
(
二
種
)
、
『預
言
者
と
し
て
の
英
雄

』、

『過
去
と

現
在
一
を
所
持

し
て
い
た
。
正
岡
子
規

へ
の
手
紙
に
あ

る

「カ
ー
ラ
イ

ル
の
論
文

一
冊
」
は

『衣
装
哲
学
一
、
『英
雄
と
英
雄
崇
拝
』
、
『
過
去
と
現
在
』
を
収
め
た

一
冊
と
考
え
ら
れ
る
。

(
16
)
漱
石

は

「余

は
倫
敦
滞
留
中

四
た
び
此
家

に
入
り
、

四
た
び

此
名

簿
に
余
が
名
を
記

録

し
た
畳
え

が
あ
る
」
と
書

い
て

い
る
が
、
実
際

に
四
度
訪

れ
た
か
ど
う

か
は
不
明
で
あ

る
。
角
野
喜

六
著

『
漱
石

の
ロ
ン
ド
ン
』

(荒
竹
出

版
、

一
九

八
二
年

)
に
は

『
カ
ー
ラ

イ

ル
博
物
館

』
に
は
四

の
字
が
多

い
の
で
、

四
度

で
な
く

て
は
な
ら
な
か

っ
た

の
で
は
な

い
か
と

い
う

興
味
深

い
説
が
あ

る
。

一
六
九

～
七

〇
頁
参
照
。
他

に
出

口
保
夫
著

『
ロ
ン

ド

ン
の
夏
目
漱

石
』
(
河
出
書
房
新
社
、

一
九

八
二
年
)
。

(
17
)
夏

目
漱

石
全
集
第

一
六
巻

別
冊

『カ

ー
ラ
イ

ル
蔵
書
目
録
』

(
18
)

『
吾
輩

は
猫

で
あ

る
一
三
四
頁
。

(19
)
深
沢
俊
他

編
注

『
ロ
ン
ド

ン

の
情
景
』

の
注

(℃
.8
)

に
よ
れ
ば
、

カ
ー
ラ
イ
ル
は

妻
が
病
弱

で
あ

っ
た
こ
と
を

『
回
顧
録
』

の
中
で
述

べ
て

い
る
。

(
20
)

ウ

ル
フ
は
夫

人

の
手

紙

に

つ
い
て
書

い
た

エ
ッ
セ
イ
も
書

い
て

い
る
。
<
畔
oq
ヨ
冨

毛
8

昼

』

き

ミ
§

げ
穿

旨
岩
、
貯
紺
息
民

穿

監
達

く
o
=

(り
2
0Q
巨
昌
国
8

訂

」

O
O
ω
)

唱

・罐
ー刈
・

(
21
)
書
簡

や
日
記
を
見

る
と
、
漱
石
は
キ
ー

ツ
の
家

を
訪

れ
て
は
い
な

い
よ
う

で
あ
る
。

(
22
)
漱
石
全
集
第

=
二
巻

『
日
記
』
明
治
三
四
年

一
月
十

日
。

(
23
)

『
日
記
』
明
治

三
四
年

二
月
十

日
。

(
24
)

「書
簡
集
』
及
び

『
日
記
』

に
よ
る
と
、
漱
石
は
二
年
間

の
留
学

で
は
語
学
を
完
全

に

身
に

つ
け
る

こ
と
、
英
文
学

の
研
究
を
深
め
る

こ
と
は
不
可
能
と
割

り
切

っ
て
、
書
物
を

買

い
集
め

る
こ
と
を
第

一
の
目
的
と

し
た
。
支
給
さ
れ
る
留
学

の
費

用

(年

額

一
八
〇
〇

円
)
で
は
ケ

ン
プ
リ

ッ
ヂ
や
オ

ッ
ク
ス

フ
オ
ー
ド

で
の
生
活
に
足
り
な

い
こ
と
を
知

っ
て
、

滞
在
地

を
書
店
や
劇
場

の
多

い
ロ
ン
ド

ン
に
選
ん
だ

の
も
、
彼
流

の
割

り
切
り

で
あ
る
。

当
時
、
両
大
学

で
相
応

の
学
者

や
学
生
と
交
際
す
る
に
は
、
か
な
り
の
金
額

(漱
石
は
年

に
四
五

〇
ポ

ン
ド
と
し
て

い
る
)
が
必
要
だ

っ
た
の
は
事
実

で
あ
る
。

(
25
)
自
家
用

馬
車
を
持

つ
に
は
少
な
く
と
も
年
収

に
し

て
五
〇
〇
ポ

ン
ド
以
上
が
必
要
だ

っ
た
。

(
26
)
拙
稿

「
近
所

の
意
味
す

る
も

の
ー

『自

負
と
偏
見
』
再
読
」

(吉
田
幸
子

・
横
山
茂

雄
編

『女
性
と
文
学
』
英
宝
社
、
二
〇
〇
〇
年
)
参
照
。

(27
)
『
北
と
南

(さ

ミ
一
偽
ミ

防
§

§
ご

は

一
八
五
四
年
か
ら
五
年

に
か
け

て
デ
ィ
ケ

ン
ズ

の
雑
誌

『
ハ
ウ
ス
ホ
ー

ル
ド

・
ワ
ー
ズ

(ぎ

竃
暮

o
蔵

き

、昏
)
』
に
連

載
さ
れ
、

一
八

五
五
年
に
単
行

本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
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Mrs.Dalloway'sLondon:Woman'sViewonCarlyleMuseumbyNatsumeSoseki

MariNaxAO

'IlovewalkinginLondon'
.Sosaying,Mrs.DallowaywalksoutintotheLondonstreetsoneoneJune

morning.Shewantstobuyflowersforherpartybyherself.Whenweconsiderthatuntilrecentlywomenhad

notbeenabletowalkonherown,outofconsiderationforsafetyandrespectability,Mrs.Dalloway'sfreedom

andindependencea爬noteworthy.

VirginiaWoolfherselflovedwalkinginLondon.InTheLondonScene(1931-2),aseriesoffiveshort

piecesnarralingahmgin{町strollarounddifferent{areasandaspectsof血ecity,Woolfsfeministeyereveals

manyuniquepointsinmoderncitylife.

Take'CrreatMen'sHouses',thethirdchapterofTheLondonScene,forexample.WoolfvisitsCarlyle's

houseinnumber5CheyneRow.Number5CheyneRowisawell-knownplaceandNatsumeSosekivisited

therefourtimeswhilehewasinLondon.Merecomparisonbetweenthesetwowriters'visitingessays,'Great

Men'sHouses'andCardydeMuseum(1905},tellsushowdifferentlyWoolfviewsthisnotedplacefrom

Soseki.WoolflooksaUhaIfbur-storieduncomfortablehousefn)mahousewife'spointofview,血aIISMTS.

Carlyle's。Henceshesaysthat5CheyneRowisnoIsomuchadwelling-placeasabat皿efield.Ontheother

hand,NatsurneSosekiiscontentedwithanordinaryobservationofthefamouswriterspossessions,whichare

preservedImdexhibitedi飢haIhouse.Woolf'sfeminist'simagina重ionisobvious.

HerfemininesensitivitythrowsanewhghIonfamiliaztl血gsandenlivensmuch-accustomedLondon

scenes.ThesensitiveimaginationofVirginiaWoolfthewomanfascinatesandattractsustovariousscenesof

LondonwhileWoolfthenovelistwrites'walking'novelsinwhichherheroinessuchasMrs.Dallowayexplore

Londonstreetsbywalkingontheirown.


